
　
本
学
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
「
国
際
教
養
学
部
」
を
名
古

屋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
に
届
け
出
書

類
（
四
月
二
十
四
日
付
）
を
提
出
し
た
。 

　
本
学
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月

に
情
報
理
工
学
部（
豊
田
キ
ャ

ン
パ
ス
）に
第
四
の
学
科
「
機

械
情
報
工
学
科
」を
開
設
す
る

た
め
、
文
部
科
学
省
に
届
け
出

書
類
（
四
月
二
十
四
日
付
）
を

提
出
し
た
。 

　
機
械
情
報
工
学
科
は
、
も
の

づ
く
り
の
現
場
で
進
む
、
機
械

工
学
と
情
報
技
術
の
融
合
に
焦

点
を
あ
て
た
教
育
を
行
い
、
新

た
な
可
能
性
に
挑
戦
し
活
躍
で

き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
の
徹
底

マ
ス
タ
ー
、
機
械
設
計
製
作
等

の
実
習
・
演
習
、
数
人
の
チ
ー

ム
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

な
ど
の
工
学
教
育
を
推
進
。
学

生
は
融
合
分
野
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
将
来
像
を
描
き
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
関
心
に
応

じ
て
学
ぶ
。 

　
専
門
科
目
は
学
科
基
礎
、
機

械
・
材
料
、
機
械
・
電
子
制
御
、

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
情
報
、
も

の
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
、
総
合
の

六
系
統
を
設
定
。
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
、
自
動
化
シ
ス
テ
ム
、
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
の
三
つ
の
履
修
モ

デ
ル
を
用
意
す
る
。
入
学
定
員

は
百
人
。 

   

　
機
械
情
報
工
学
科
の
開
設
に

伴
い
、
生
命
シ
ス
テ
ム
工
学
部

の
学
生
募
集
を
二
〇
〇
七
年
度

で
停
止
す
る
。 

　
国
際
教
養
学
部
は
世
界
で
即

戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
、
多

言
語
能
力
と
教
養
を
備
え
た
エ

キ
ス
パ
ー
ト
を
育
成
す
る
。
学

生
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア
語
、

中
国
語
の
選
択
外
国
語
の
何
れ

か
と
世
界
共
通
語
と
し
て
の
英

語
の
二
カ
国
語
を
徹
底
マ
ス
タ

ー
し
、
多
様
な
異
文
化
理
解
に

基
づ
い
た
豊
か
な
教
養
を
身
に

つ
け
る
。 

　
選
択
外
国
語
の
発
音
の
授
業

は
十
五
人
程
度
の
能
力

別
少
人
数
ク
ラ
ス
で
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
学

検
定
試
験
の
成
績
ア
ッ

プ
を
学
部
が
強
力
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
英
語
の

オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
授
業
も
少
人
数
ク
ラ
ス
で

行
い
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
六
百
五
十

点
以
上
を
目
指
す
。 

　
半
年
間
に
わ
た
る
選
択
外
国

語
圏
で
の
語
学
研
修
や
英
語
圏

で
の
短
期
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
な
ど

の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
単

位
化
。
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟
校
へ
の

交
換
留
学
（
一
年
間
）
も
単
位

と
し
て
認
定
す
る
。 

　
国
際
事
情
の
理
解
の
た
め
、

言
語
文
化
、
歴
史
文
化
、
思
想

文
化
、
国
際
社
会
の
四
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
。
幅
広
い
知

識
、
優
れ
た
国
際
感
覚
、
倫
理

観
が
身
に
付
く
よ
う
に
授
業
を

進
め
る
。
国
際
教
養
学
科
一
学

科
の
み
で
入
学
定
員
は
百
人
。 

　国際教養学部国際教養学科、情
報理工学部機械情報工学科の教育
内容の詳細については、本学ホーム
ページの受験生向けサイト「Ne t  
Campus」をご覧ください。 

Ｖ
サ
イ
ン
で
喜
び
い
っ
ぱ

い
。
式
場
前
で
記
念
撮
影

の
新
入
生 

（
２
面
に
関
連
記
事
） 

国際教養学部国際教養学科 
情報理工学部機械情報工学科 
詳細はホームページで 

国際教養学部 
2
0
0
7 
年 
度 来年4月 定員100人 名古屋キャンパス 

を新設 
入 

学 

式 

世
界
で
活
躍
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
育
成 

少
人
数
ク
ラ
ス
、
海
外
研
修
で 

２
外
国
語
を
徹
底
マ
ス
タ
ー 

機
械
・
情
報
技
術
に
精
通
の 

先
端
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
て
る 

文
化
、
歴
史
な
ど
幅
広
い
教
養
も 

情
報
理
工
学
部（
豊 

田
）
に
は 

 

┐
機
械
情
報
工
学
科
└
増
　

　
設 

定
員
　
　
　
人 

1
0
0

生
命
シ
ス
テ
ム
工

学
部
は
募
集
停
止 

●
「
国
際
教
養
学
部
」
、
情
報
理
工
学
部

　
「
機
械
情
報
工
学
科
」
開
設
へ 

●
〇
七
年
度
入
学
式
・
式
辞
・
祝
辞 

●
北
川
薫
・
新
学
長
抱
負 

●
新
任
学
部
長
・
研
究
科
長
抱
負 

●
経
済
学
部
が
新
ロ
ゴ
／
新
任
教
職
員 

●
大
学
祭
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー 

●
中
日
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞 

●
寄
贈
／
体
育
会
セ
ミ
ナ
ー 

●
交
換
留
学
／
ワ
ン
セ
メ
ス
タ
ー
留
学 

●
豊
田
三
号
館
／
サ
ー
キ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン 

●
大
学
・
学
園
〇
七
年
度
予
算 

●
●
〇
八
年
度
入
試
案
内 

●
●
大
学
・
学
園
〇
六
年
度
決
算 

●
公
開
講
座
（
立
松
和
平
さ
ん
） 

●
同
窓
会
ア
メ
リ
カ
支
部
設
立
へ
・
オ
ー

　
ス
ト
ラ
リ
ア
支
部
も
・
台
湾
支
部
総
会 

●
三
重
中
京
大
学
ニ
ュ
ー
ス 

●
強
化
ス
ポ
ー
ツ
／
フ
ィ
ギ
ュ
ア
世
界
選

　
手
権
優
勝
／
学
園
（
谷
ま
さ
る
さ
ん
） 

●
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
完
成 
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新
入
生
の
皆
さ
ん
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
三
つ
、
お
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
第
一
は
本
学
の
教
育
に
つ
い

て
で
す
。
本
学
の
建
学
の
精
神

「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
真
剣
味

の
殿
堂
た
れ
」は
、「
ル
ー
ル
を

守
り
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
く
し
、
相
手

に
敬
意
を
持
ち
、

世
界
人
類
の
一

員
と
し
て
好
ま

し
い
人
物
と
な

っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
の
が
そ

の
心
で
す
。 

　
本
学
に
あ
る
文
系
、
理
系
の

十
一
学
部
と
教
養
部
は
、
勉
学

の
多
様
性
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
入
学
し
た
学
部
だ
け

で
な
く
、
他
の
学
部
の
授
業
を

受
け
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。
資

格
講
座
も

強
化
し
て

い
ま
す
。 

　
二
つ
目
は
社
会
状
況
に
つ
い

て
で
す
。
皆
さ
ん
は
バ
ブ
ル
の

崩
壊
と
い
う
大
き
な
社
会
的
変

動
が
あ
っ
た
頃
に
誕
生
し
た
と

思
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、
日
本

の
価
値
観
を
変
え
、
社
会
シ
ス

テ
ム
の
幾
つ
か
を
変
え
た
変
動

は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。 

　
世
界
的
に
も
大
き
な
変
動
の

中
に
あ
り
、
お
隣
の
韓
国
、
台

湾
、
中
国
の
発
展
は
目
覚
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
ろ
う
と
も
、
本
学

で
学
ぶ
知
識
や
経
験
が
皆
さ
ん

の
大
き
な
助
け
と
な
り
、
時
代

を
取
り
込
む
推
進
力
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
三
つ
目
は
、
多
く
の
友
人
を
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
近
年
、
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
自
己
中
心

の
世
界
か
ら
脱
出
で
き
な
い「
ジ

コ
チ
ュ
ー
」の
若
者
が
多
く
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
世

の
中
に
は
様
々
な
考
え
方
、
生

き
方
が
あ
り
ま
す
。
他
人
で
あ

る
友
人
の
考
え
方
や
行
動
様
式

を
知
る
こ
と
で
、
自
分
を
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。｢

相
手
に

敬
意
を
持
つ｣

こ
と
は
、
自
分

を
知
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
を
迎
え
た
本
年
は
大

学
、
皆
さ
ん
双
方
に
と
っ
て
、

国
の
姿
、
形
が
変
わ
っ
て
い
く

節
目
に
あ
た
り
「
二
〇
〇
七
年

問
題
」と
し
て
、
問
題
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
大
学

の
総
志
願
者
と
定
員
が
同
数
と

な
る
大
学
全
入
問
題
、
も
う
一

つ
は
、
団
塊
世
代
の
第
一
線
か

ら
の
リ
タ
イ
ア
で
す
。 

　
少
子
化
の
進
行
で
大
学
は
選

ぶ
側
か
ら
選
ば
れ
る
立
場
に
変

わ
り
ま
し

た
が
、
本

学
は
こ
う

し
た
状
況

下
で
も
昨

年
に
近
い

志
願
者
が

あ
り
、
高

い
志
を
持
つ
皆
さ
ん
を
迎
え
ま

し
た
。
同
時
に
大
学
は
重
い
責

任
を
持
っ
た
こ
と
に
な
り
、
全

力
で
責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ん
は
社
会
に
出
る
そ

の
と
き
か
ら
第
一
線
に
立
っ
て
、

わ
が
国
を
担
っ
て
い
か
ね
ば
な

ら
ず
、
在
学
中
に
そ
の
力
と
ス

キ
ル
を
蓄
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
近
年
、
入
学
者
の
学
力
が
向

上
し
て
い
ま
す
が
、
卒
業
時
に

は
さ
ら
に
大
き
な
力
を
つ
け
た

こ
と
が
数
字
で
示
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
難
関
の
公
務
員
試
験
で

は
、
国
家
Ⅰ
種
合
格
者
は
中
部

の
私
大
で
は
本
学
の
み
で
、
近

隣
の
国
公
立
大
学
を
も
凌
ぐ
成

績
を
あ
げ
、
各
種
資
格
の
取
得

で
も
取
得
者
数
、
合
格
率
で
全

国
ト
ッ
プ
の
成
績
で
し
た
。
　 

　
本
学
で
大
き
な
力
が
つ
く
の

は
、
学
長
を
ト
ッ
プ
に
、
教
育

力
を
高
め
る
た
め
の
講
義
の
改

善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
資

格
対
策
講
座
、
公
務
員
講
座
を

設
け
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を

入
れ
て
い
る
た
め
で
す
。 

　
本
学
に
は
何
事
に
も
真
剣
に

取
り
組
む
「
真
剣
味
遺
伝
子
」

が
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

皆
さ
ん
も
受
け
継
い
で
、
学
力
、

体
力
、
気
力
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
、
次
の
時
代
を
担
っ
て
い

く
、
確
か
な
基
盤
を
固
め
て
く

だ
さ
い
。 

　
〇
七
年
度
中
京
大
学
入
学
式

は
四
月
一
日
、
名
古
屋
市
民
会

館
大
ホ
ー
ル
で
、
午
前
・
午
後

の
二
回
に
分
け
て
挙
行
さ
れ
た
。

社
会
学
部
を
改
組
し
新
設
さ
れ

た
現
代
社
会
学
部
の
一
期
生
三

百
九
人
を
含
む
三
千
百
八
十
一

人
の
学
部
生
と
、
百
五
十
一
人

の
大
学
院
生
が
、
大
き
な
決
意
を
抱
き
、
幾
分
緊
張
し
た
面
持

ち
で
式
に
臨
ん
だ
。 

　
同
日
付
け
で
第
七
代
中
京
大
学
長
に
就
任
し
た
北
川
薫
学
長

は
式
辞
で
、
授
業
を
通
し
て
世
界
を
見
通
す
目
を
養
い
、
多
く

の
友
人
を
作
る
こ
と
で
自
分
自
身
を
確
立
し
て
い
く
よ
う
呼
び

か
け
た
。
同
時
に
全
力
で
応
援
す
る
こ
と
を
告
げ
た
。 

　
梅
村
清
弘
総
長
・
理
事
長
は
祝
辞
で
、
建
学
の
精
神
で
謳
わ

れ
て
い
る
『
真
剣
味
』
を
実
践
し
て
次
の
時
代
を
担
っ
て
い
く

基
盤
を
作
る
と
と
も
に
、
活
力
溢
れ
る
学
生
生
活
を
送
る
よ

う
、
激
励
の
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

　
入
学
式
に
は
、
父
母
ら
約
二
千
人
の
保
護
者
も
参
列
し
た
。 

07年度 入学式 

決意固く抱き 
学部生 

3,181人 

式辞 
学長 

北川　薫 

大要 祝辞 
総長・理事長 

梅村 清弘 

大要 

大学院生 
151人 

多
く
の
友
人
を
作
り 

自
己
を
確
立
し
よ
う 

〝
真
剣
味
〞を
受
け
継
ぎ 

時
代
を
担
う
基
盤
を 
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中
京
大
学
に
在
職
し
て
三
十

年
の
年
月
を
振
り
返
り
、
感
じ

て
き
た
こ
と
を
記
し
ま
し
た
。

大
学
の
運
営
は
学
生
諸
君
の
期

待
と
、
こ
れ
に
応
え
る
教
員
、

職
員
の
皆
さ
ん
の
真
摯
な
努
力

に
よ
っ
て
初
め
て
円
滑
に
進
む

も
の
で
す
。 

　
歴
代
の
学
長
が
尽
力
さ
れ
、

教
職
員
と
と
も
に
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

研
鑽
を
積
み
、
中
京
大
学
が

全
国
的
に
も
国
際
的
に
も
確

た
る
地
位
を
確
立
で
き
る
よ

う
、
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
五
十
有
余
年
の

歴
史
と
伝
統
を
持
つ
中
京
大

学
の
学
長
と
い
う
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
、そ
の
責
務
の
大

き
さ
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。 

　
い
う
ま
で
も
な
く
、中
京

大
学
に
は
誇
る
べ
き
建
学
の

精
神
「
学
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の

真
剣
味
の
殿
堂
た
れ
」
が
掲

げ
ら
れ
、学
問
へ
の
知
的
関

心
と
健
全
な
心
身
の
バ
ラ
ン
ス

こ
そ
大
切
で
あ
る
と
説
い
て
い

ま
す
。 

　
今
、
大
学
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
は
私
学
の
み
な
ら
ず
、
旧

の
国
立
大
学
に

お
い
て
も
誠
に

厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
状

況
に
お
い
て
、

大
学
は
ど
の
よ

う
な
教
育
を
す

べ
き
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
中
京
大
学
は
一
九
五
四
年
の

建
学
以
来
、
新
し
い
多
様
な
価

値
を
創
造
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
、
活
力
あ
ふ
れ
る
多
様
な
人

間
を
育
み
、
教
育
、
研
究
、
社

会
貢
献
の
全
て
に
わ
た
っ
て
、

休
む
こ
と
な
く
力
強
く
、
変
化・

改
革
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
大

学
間
の
競
争
が
厳
し
さ
を
増
し
、

二
極
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
そ

の
中
で
、
本
学
の
基
本
理
念
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
一
層
の
発
展
を
期
す
た
め
の

課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
総
合

大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
体
制

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、何
が
足

り
て
、
何
が
足
り
て
い
な
い
の

か
、
ま
ず
教
職
員
が
現
状
を
深

く
、広
く
理
解
し
て
前
に
進
む

べ
き
道
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
学
生
の

教
育
に
関
し
て
、
教
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
そ
の
改
善
と

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
最
重

要
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
学
生
と
教
員
の

関
係
で
す
。
学
生
は
教
員
と

触
れ
合
う
こ
と
で
、
知
的
に

も
精
神
的
に
も
大
き
く
成
長

し
ま
す
。
そ
の
関
係
を
限
り

な
く
一
対
一
に
近
づ
け
、
凝

縮
さ
せ
て
人
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
学
外
研
究
者
と
の
交
流
支

援
体
制
の
整
備
や
国
際
交
流

の
多
彩
な
展
開
も
急
務
と
考

え
ま
す
。
大
学
院
研
究
科
に

あ
っ
て
は
個
々
の
研
究
科
の

改
革
成
果
を
持
ち
寄
り
、
大

学
院
全
体
の
振
興
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
。 

　
本
学
園
は
四
月
一
日
付
で
、

元
教
授
八
人（
三
月
三
十
一
日

付
で
定
年
・
依
願
退
職
）に
中

京
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授

与
し
た
。
名
誉
教
授
の
称
号
授

与
は
八
十
人
と
な
っ
た
。 

　
称
号
を
授
与
さ
れ
た
の
は
次

の
み
な
さ
ん
。
カ
ッ
コ
内
は
退

職
時
の
所
属
学
部
。 

長
谷
川
端
さ
ん
（
文
学
部
） 

神
作
　
博
さ
ん
（
心
理
学
部
） 

森
　
孝
行
さ
ん
（
心
理
学
部
） 

藤
原
功
達
さ
ん
（
社
会
学
部
） 

小
川
英
次
さ
ん
（
経
営
学
部
） 

大
内
敬
哉
さ
ん
（
体
育
学
部
） 

金
澤
　
睦
さ
ん
（
体
育
学
部
） 

高
橋
春
子
さ
ん
（
体
育
学
部
） 

　
情
報
シ
ス
テ
ム
部
は
、
事
務

局
の
学
生
担
当
部
署
か
ら
在
学

生
へ
の
連
絡
や
案
内
な
ど
の
情

報
を
、
携
帯
電
話
やW

eb

で
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス「CH

U
K
Y
O
-

A
LB
O

」を
九
月
に
開
始
す
る
。 

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
教
務
課
や

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
資
格
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
設

置
し
て
い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

掲
示
板
の
情
報
を
集
約
し
、
個
々

の
学
生
に
合
わ
せ
て
情
報
を
発

信
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
学
生
は
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

教
室
変
更
な
ど
授
業
に
関
す
る

連
絡
や
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
、

自
分
に
関
係
す
る
情
報
の
み
閲

覧
で
き
る
。 

　
休
講
・
補
講
・
教
室
変
更
と

学
生
呼
び
出
し
の
情
報
に
つ
い

て
は
、C

H
U
K
Y
O
-A
LB
O

に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す

る
こ
と
で
、
自
動
配
信
が
受
け

ら
れ
る
。 

　C
H
U
K
Y
O
-A
LB
O

を
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る
。 

　
情
報
セ
ン
タ
ー
自
習
室
が
利

用
で
き
る
ほ
か
、
教
務
課
に
パ

ソ
コ
ン
六
台
（
名
古
屋
・
豊
田

各
三
台
）
、
専
用
の
端
末
機

A
LB
O B
ox

五
台
（
名
古
屋

三
台
、
豊
田
二
台
）
を
新
た
に

設
置
す
る
。 

　
久
保
田
進
彦
総
合
政
策
学
部

准
教
授
は
五
月
二
十
六
日
、
日

本
商
業
学
会
の
第
五
十
七
回
全

国
大
会
で
、

同
学
会
賞
・

優
秀
論
文

賞
を
受
賞
、

表
彰
さ
れ
た
。 

　
前
年
に
同
学
会
誌
「
流
通
研

究
」（
年
三
回
発
行
）に
掲
載
さ

れ
た
論
文
の
中
で
最
も
優
秀
な

論
文
一
点
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
、

久
保
田
准
教
授
は
第
九
巻
第
一

号
に
発
表
し
た
「
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ッ
プ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
た
め
の
多
次
元
的
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
モ
デ
ル
」
で
獲
得
し
た
。 

　
本
紙
「
中
京
大
学
広
報
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
〇
一
年
度
以
降
の
本
紙
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

北川学長 

学長就任の 
　決意と抱負 

北川　薫 

中
京
大
学
の
更
な
る
輝
き
の
た
め
に 

教育体制　向上へ 
教職員一体で尽力 

一 
　層 

学
生
諸
君
の
期
待
に
応
え 

伝
統
継
い
で
研
鑽
積
む 

久保田准教授 

情
報
シ
ス
テ
ム
部
が
新
サ
ー
ビ
ス 

９
月
ス
タ
ー
ト 学

生
個
々
へ
の
連
絡
な
ど 

携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧 

┐
中
京
大
学
広
報
└ 

Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載 

CHUKYO 
-ALBO

学
会
の
優
秀
論
文
賞 

８
人
に
名
誉
教
授
称
号 

久
保
田
進
彦
准
教
授（
　
　 

） 

総
合
政 

策
学
部 
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こ
こ
数
年
、
大
学
院
を
巡
る

環
境
は
急
速
に
変
化
し
た
。
本

研
究
科
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、

入
試
制
度
の
変
更
な
ど
で
対
処

し
た
が
、
更
な
る
改
革
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
実

績
を
引
き
継
ぎ
質
の
高
い
研
究

教
育
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、

新
た
に
社
会
人
を
対
象
と
し
た

大
学
院
教
育
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

高
学
歴
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、

研
究
を
求
め
る
社
会
人
は
多
い
。

社
会
人
に
研
究
環
境
を
開
放
す

る
こ
と
は
今
後
の
大
学
院
の
社

会
的
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。 

名
古
屋
大
学
経
済
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
。
博
士（
経

済
学
）
。
財
政
学
、
教
育
経

済
学
。
57
歳
。 

　
現
代
社
会
学
部
は
、
一
九
八

六
年
に
設
立
さ
れ
た
社
会
学
部

を
改
組
し
て
、
こ
の
春
ス
タ
ー

ト
し
た
。
四
月
三
日
の
新
入
生

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
際
に
は
、
教
職

員
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
学
部
卒

業
生
や
在
学
生
百
名
近
く
が
、

大
学
で
の
勉
学
に
つ
い
て
説
明

し
、
新
入
生
を
歓
迎
し
た
。
社

会
学
部
設
立
時
の「
社
会
変
動

に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
主

体
を
育
て
る
」
と
い
う
目
標
を

継
承
し
つ
つ
、
研
究
と
教
育
の

両
面
で
、
現
代
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
。 

埼
玉
大
学
教
養
学
部
、
東
京

都
立
大
学
大
学
院
社
会
科
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
。
文

化
人
類
学
。
55
歳
。 

　
現
代
の
社
会
は
、
国
際
社
会

に
お
け
る
構
造
的
変
化
と
大
き

な
価
値
観
の
変
動
、
世
界
的
規

模
で
の
混
乱
の
渦
中
に
あ
る
。

加
え
て
、
我
が
国
で
は
国
民
全

体
が
自
信
喪
失
的
な
状
況
に
陥

り
混
迷
を
深
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て
こ
そ
、
原

点
に
も
ど
っ
て
構
造
と
本
質
を

理
解
し
、
原
理
・
原
則
を
踏
ま

え
た
大
局
的
・
巨
視
的
視
点
か

ら
、
論
理
的
・
客
観
的
で
総
合

的
に
判
断
す
る
思
考
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
能
力
を
持

っ
た
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い
。 

日
本
大
学
文
理
学
部
、
日
本

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
。日
本
近
代
史
・

外
交
史
。
58
歳
。 

　
経
済
学
部
は
今
春
、
学
部
開

設
二
十
年
を
経
過
し
た
。
そ
の

間
に
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

六
千
名
以
上
の
卒
業
生
を
輩
出

し
て
い
る
。
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
育
成
を
目
標
に
掲
げ
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
、
海
外
研

修
の
導
入
な
ど
、
積
極
的
な
教

育
改
革
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で

あ
る
。
理
論
・
歴
史
・
実
践
等

の
様
々
な
側
面
か
ら
経
済
問
題

を
深
く
理
解
し
、
研
鑚
を
積
む

こ
と
で
、
社
会
人
と
し
て
の
基

礎
を
養
成
で
き
る
よ
う
、
更
な

る
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。 

中
京
大
学
経
済
学
部
、
同
大

学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
。
博
士
（
経
済
学
）
。

国
際
貿
易
論
。
38
歳
。 

　
国
際
化
、
情
報
化
が
進
む
現

代
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
に
お
い
て
、

経
営
の
専
門
知
識
と
実
践
的
能

力
を
兼
ね
備
え
た
、
真
の
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

経
営
学
部
の
使
命
と
考
え
て
い

る
。
経
営
は
問
題
発
見
・
解
決

の
連
続
で
あ
り
、
単
に
知
識
・

ス
キ
ル
の
修
得
だ
け
で
な
く
、

状
況
に
柔
軟
か
つ
的
確
に
対
応

で
き
る
能
力
の
向
上
を
目
指
す
。

個
々
の
学
生
と
真
摯
に
向
き
合

い
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
一
層
の

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
。 

名
古
屋
工
業
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
。

工
学
博
士
。
経
営
情
報
学
。

48
歳
。 

　
経
営
学
研
究
科
は
毎
年
、
一

定
数
の
修
士
課
程
修
了
者
を
送

り
出
す
と
と
も
に
、
開
設
十
年

目
を
迎
え
る
博
士
後
期
課
程
も
、

高
い
学
問
的
レ
ベ
ル
の
博
士
号

取
得
者
を
確
実
に
輩
出
し
て
い

る
。
た
だ
、
修
士
課
程
入
学
者

の
多
く
が
外
国
人
留
学
生
で
あ

り
、
日
本
語
論
文
作
成
指
導
面

で
の
教
員
負
担
へ
の
対
応
、
院

生
の
経
済
的
困
難
へ
の
対
処
な

ど
、
幾
つ
か
の
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
、
日
本

語
論
文
作
成
指
導
に
関
す
る
課

題
の
解
決
に
取
り
組
み
た
い
。 

名
古
屋
大
学
経
済
学
部
、
同

大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
。
経
済
学
博
士
。

経
営
学
原
理
。
68
歳
。 

　
二
〇
〇
七
年
度
よ
り
、
従
来

の
Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
に
並
ん
で
、

中
小
企
業
診
断
士
コ
ー
ス
が
開

設
さ
れ
た
。 

　
企
業
環
境
激
変
の
時
代
に
、

企
業
経
営
上
の
問
題
を
発
見
し
、

そ
の
解
決
策
を
提
案
で
き
る
即

戦
力
と
し
て
の
企
業
診
断
士
の

育
成
を
め
ざ
す
。
こ
の
コ
ー
ス

は
、
大
学
と
し
て
は
、
法
政
大

と
中
京
大
の
二
校
の
み
認
可
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を
感

じ
て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。  

立
教
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
。
博
士

（
経
済
学
）
。
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
。

64
歳
。 

    

　
デ
フ
レ
で
売
れ
な
い
た
め

に
、
も
の
が
作
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
や
が
て
は
日
本
も

も
の
不
足
に
な
り
、
デ
フ
レ

社
会
か
ら
イ
ン
フ
レ
社
会
へ

と
転
換
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ

の
結
果
、
国
民
は
悲
惨
な
生

活
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は

十
年
以
上
先
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
念
頭
に
お

い
て
、
も
の
作
り
を
大
切
に

し
、
企
業
を
支
援
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
期

的
な
観
点
で
警
告
し
、
対
策

〈
５
面
７
段
目
へ
続
く
〉 

　
本
学
は
十
一
学
部
、
大
学
院
十
二
研
究
科
。
こ
の
う
ち
、
法
、
経

済
、
経
営
の
三
学
部
の
学
部
長
が
交
代
し
、
社
会
学
部
を
改
組
し
て

新
設
さ
れ
た
現
代
社
会
学
部
に
初
代
学
部
長
が
就
任
、
ま
た
、
経
済

学
、
経
営
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
に
新
し
い
研

究
科
長
が
着
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
負
を
聞
い
た
。 

著
書
紹
介 

Works Published

新
任 

学
部
長
、
研
究
科
長 

が
抱
負 

時
代
に
適
応 

力
強
い
決
意 

現
代
社
会
学
部
長 

斉
藤
　
尚
文 

確
固
な
主
体
育
て
る 

経
済
学
研
究
科
長 

白
井
　
正
敏 

社
会
人
教
育
に
も
力 

経
営
学
研
究
科
長 

櫻
井
　
克
彦 

留
学
生
に
親
身
対
応 

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
長 

古
田 

秋
太
郎 

企
業
診
断
士
を
育
成 

法
学
部
長 

檜
山
　
幸
夫 

総
合
的
判
断
能
力
を 

経
済
学
部
長 

梅
村
　
清
英 

社
会
貢
献
の
人
材
を 

経
営
学
部
長 

中
村
　
雅
章 

┐
柔
軟
で
的
確
└
を
追
究 

日
本
経
済
イ
ン
フ
レ 

の
危
機 

水
谷
　
研
治
著 
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教
　
授
　
登
尾
　
豊 

（
の
ぼ
り
お
・
ゆ
た
か
） 

▼
近
代
文

学
を
読
む

Ⅰ
▼
東
京

大
学
・
人

文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
▼
65

歳 教
　
授
　
大
池
　
茂
樹 

（
お
お
い
け
・
し
げ
き
） 

▼
書
道
科

教
育
法
▼

愛
知
教
育

大
学
・
教 

育
学
研
究
科
修
士
課
程
▼
47
歳 

准
教
授
　
浅
岡
　
邦
雄 

（
あ
さ
お
か
・
く
に
お
） 

▼
出
版
の

文
化
史
▼

立
教
大
学
・

文
学
部
▼

59
歳 

講
　
師
　
玉
懸
　
元 

（
た
ま
か
け
・
げ
ん
） 

▼
日
本
語

文
法
Ⅰ
▼

東
北
大
学
・

文
学
研
究

科
博
士
課
程
▼
博
士
（
文
学
）

▼
33
歳 

 教
　
授
　
岸
田
　
孝
弥 

（
き
し
だ
・
こ
う
や
） 

▼
交
通
心

理
学
▼
日

本
大
学
・

生
産
工
学

研
究
科
博
士
課
程
▼
工
学
博
士

▼
65
歳 

教
　
授
　
坂
井
　
誠 （

さ
か
い
・

ま
こ
と
） 

▼
精
神
衛

生
学
▼
関

西
大
学
・
文
学
研
究
科
修
士
課

程
▼
博
士
（
医
学
）
▼
51
歳 

教
　
授
　
鯨
岡
　
峻 

（
く
じ
ら
お
か
・
た
か
し
） 

▼
発
達
心

理
学
特
論

▼
京
都
大

学
・
文
学

研
究
科
修
士
課
程
▼
博
士
（
文

学
）
▼
63
歳 

教
　
授
　
尾
入
　
正
哲 

（
お
い
り
・
ま
さ
あ
き
） 

▼
産
業
心

理
学
▼
京

都
大
学
・

文
学
研
究

科
修
士
課
程
▼
49
歳 

講
　
師
　
柴
田
　
洋
二
郎 

（
し
ば
た
・
よ
う
じ
ろ
う
） 

▼
労
働
法

▼
東
北
大

学
・
法
学

研
究
科
博

士
課
程
▼
博
士
（
法
学
）
▼
29

歳 教
　
授
　
杉
島
　
由
美
子 

（
す
ぎ
し
ま
・
ゆ
み
こ
） 

▼
民
法
▼

名
古
屋
大

学
・
法
学

研
究
科
博

士
課
程
▼
46
歳 

講
　
師
　
湯
田
　
道
生 

（
ゆ
だ
・
み
ち
お
） 

▼
社
会
保

障
論
▼
一

橋
大
学
・

経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
▼
博
士
（
経
済

学
）
▼
28
歳 

助
　
教
　
二
瓶
　
雄
樹 （

に
へ
い
・

ゆ
う
き
） 

▼
コ
ー
チ

ン
グ
演
習

Ｃ
▼
中
京
大
学
・
体
育
学
研
究

科
修
士
課
程
▼
26
歳 

助
　
教
　
仲
田
　
好
邦 

（
な
か
だ
・
よ
し
く
に
） 

▼
体
育
実

技
Ⅰ
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル

Ⅰ
▼
筑
波

大
学
・
体
育
研
究
科
修
士
課
程

▼
26
歳 

専
門
教
授
　
山
田
　
幸
彦 

（
や
ま
だ
・
ゆ
き
ひ
こ
） 

▼
裁
判
実

務
基
礎
▼

京
都
大
学
・

法
学
部
▼

60
歳 

准
教
授
　
檀
上
　
弘
文 

（
だ
ん
じ
ょ
う
・
ひ
ろ
ふ
み
） 

▼
刑
事
訴

訟
法
▼
中

央
大
学
・

法
学
研
究

科
博
士
課
程
▼
37
歳 

教
　
授
　
皆
川
　
治
廣 

（
み
な
が
わ
・
は
る
ひ
ろ
） 

▼
行
政
法

▼
慶
応
義

塾
大
学
・

法
学
研
究

科
博
士
課
程
▼
博
士
（
法
学
）

▼
51
歳 

総
長
秘
書
室
（
６
月
１
日
付
で

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
事
務
室
） 

馬
庭
　
重
行
（
ま
に
わ
・
し
げ

ゆ
き
）
▼
同

志
社
大
学
▼

62
歳 

教
学
部
教
務
課 

松
山
　
賢
一
（
ま
つ
や
ま
・
け

ん
い
ち
）
▼

中
京
大
学
▼

38
歳 

入
試
セ
ン
タ
ー
入
試
広
報
課 

柴
村
　
若
名
（
し
ば
む
ら
・
わ

か
な
）
▼
名

古
屋
大
学
▼

22
歳 

総
長
秘
書
室 

山
口
　
裕
一
（
や
ま
ぐ
ち
・
ゆ

う
い
ち
）
▼

早
稲
田
大
学

▼
59
歳 

大
学
院
事
務
室 

若
尾
　
晃
弘
（
わ
か
お
・
あ
き

ひ
ろ
）
▼
名

古
屋
大
学
大

学
院
▼
51
歳 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

木
村
　
初
紀
（
き
む
ら
・
は
つ

き
）
▼
南
山

大
学
▼
22
歳 

を
示
唆
す
る
本
で
あ
る
。 

　
著
者
は
経
済
学
部
と
Ｍ
Ｂ

Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
研
究
科
教
授
。
東
洋
経

済
新
報
社
刊
。
本
体
一
、
五

〇
〇
円
。 

        

　
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
の
ベ
ル

リ
ン
教
育
長
イ
ェ
ン
ス
・
ニ

ュ
ダ
ー
ル
は
、
大
戦
後
、
英

軍
占
領
下
の
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ

ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
に

赴
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
系
少

数
者
が
、
同
州
北
部
の
デ
ン

マ
ー
ク
合
邦
と
、
デ
ン
マ
ー

ク
語
公
立
学
校
の
存
続
を
求

め
て
い
た
の
だ
。 

　
ニ
ュ
ダ
ー
ル
は
「
キ
ー
ル

会
談
」
を
主
導
、
彼
ら
の
教

育
権
を
実
現
し
た
の
で
あ
る

（
「
キ
ー
ル
宣
言
」
、
一
九

四
九
年
九
月
二
十
六
日
）
。 

　
著
者
は
教
養
部
教
授
。
学

文
社
刊
。
本
体
三
、
二
〇
〇

円
。 

      

　
日
本
企
業
の
中
国
事
業
は
、

曲
が
り
角
に
さ
し
か
か
っ
て

い
る
。
「
中
国
で
モ
ノ
を
つ

く
っ
て
、
中
国
で
売
る
」
と

い
う
本
格
的
中
国
事
業
に
乗

り
出
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
て
事
実
結
果
を
分
析
し

な
が
ら
、
そ
の
戦
略
と
戦
術

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
中
国
市
場
販
売
で
成

功
す
る
た
め
の
根
本
条
件
と

し
て
、
経
営
現
地
化
の
あ
り

方
を
指
し
示
し
た
。 

　
著
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
。

税
務
経
理
協
会
刊
。 

      

　
本
書
は
、
近
年
東
ア
ジ
ア

地
域
の
諸
国
が
貿
易
や
直
接

投
資
を
通
じ
た
相
互
依
存
関

係
を
強
め
な
が
ら
発
展
し
て 

〈
６
面
７
段
目
へ
続
く
〉 

　
経
済
学
部
が
開
設
二
十
周
年

を
記
念
し
て
新
し
い
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
制
定
し
た
。 

　C
hukyo 

E
conom

ics

の
頭
文
字
Ｃ
Ｅ
の
筆
記
体

を
大
き
く
図
形
化
。
太
い
矢

印
の
Ｃ
で
経
済
学
部
の
力
強

い
発
展
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
。

右
上
に
は
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ｅ（Chukyo 

U
niversity School of 
E
conom

ics

）
の
ロ
ゴ
（
十

周
年
時
に
作
成
）を
配
置
し
て

い
る
。 

　
経
済
学
部
は
八
七
年
に
開
設
、

六
千
二
百
人
余
の
卒
業
生
を
輩

出
し
て
い
る
。
十
月
二
十
七
日

に
は
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
記

念
行
事
を
予
定
し
て
い
る
。 

Works Published

著
書
紹
介 

文
学
部 

日
本
文
学
科 

文
学
部 

言
語
表
現
学
科 

心
理
学
部 

心
理
学
科 

法
学
部 

法
律
学
科 

体
育
学
部 

体
育
科
学
科 

体
育
学
部 

健
康
科
学
科 

経
済
学
部 

経
済
学
科 

法
務
研
究
科 

４
月
１
日
付 

所
属
、
職
位
、
氏
名 

担
当
、
学
歴
、
年
齢 

新
任
教
員
紹
介 

経済学部20周年 

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
定 

部署、氏名、学歴、年齢 

（４月１日付） 

（６月１日付） 

新任事務職員 

ド
イ
ツ
の
中
の 

《
デ
ン
マ
ー
ク
人
》 

 

―
ニ
ュ
ダ
ー
ル
と
デ

ン
マ
ー
ク
系
少
数
者

教
育
― 

小
峰
　
総
一
郎
著 

中
京
大
学
大
学
院 

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

シ
リ
ー
ズ 

日
系
企
業
の 

　
　
中
国
市
場
販
売 

古
田
　
秋
太
郎
著 

中
京
大
学 

経
済
学
研
究
叢
書
第
15
輯 

東
ア
ジ
ア
経
済
の
連
関

構
造
の
計
量
分
析 

山
田
　
光
男
著 
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今
年
の
テ
ー
マ
は
『
真（
ま

こ
と
）
』
―
偽
り
の
な
い
純
粋

な
心
か
ら
の
想
い
。
そ
れ
は
大

学
祭
に
関
わ
る
全
て
の
人
達
と

共
に
創
り
上
げ
、
盛
り
上
げ
、

笑
い
合
う
、
そ
ん
な
本
当
の
楽

し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
中

京
大
学
祭
で
『
真
』
を
感
じ
よ

う
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
そ
ん

な
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
今
年
で
五
十
四
回
目
と
な
る

大
学
祭
を
、
関
わ
り
を
持
っ
た

全
て
の
人
が
心
の
底
か
ら
楽
し

め
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
。

普
段
と
は
違
う
空
間
で
、
皆
に

『
真
』
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

幸
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
も
実
行
委
員
一
同
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。 

　
と
よ
た
祭
は
、
大
学
祭
関
係

者
や
学
生
、
地
域
住
民
な
ど
多

く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

今
年
で
十
四
回
目
を
迎
え
る
。

テ
ー
マ
『
奏
』
に
は
、
大
学
祭

に
関
わ
る
全
て
の
方
の
思
い
が

一
つ
に
ま
と
ま
り
、
そ
の
思
い

が
お
客
様
に
も
と
ど
き
、
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
味

を
込
め
て
い
る
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
サ
ブ
テ
ー
マ
も
決
め
た
。 

　
今
年
は
こ
れ
ま
で
と
一
味
違

う
大
学
祭
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
誰
が
来
て
も
飽
き
の
こ

な
い
、
十
分
に
楽
し
め
る
、
こ

れ
か
ら
も
来
た
く
な
る
よ
う
な

大
学
祭
に
す
る
た
め
に
、
実
行

委
員
一
同
、
妥
協
す
る
こ
と
な

く
頑
張
っ
て
い
く
。 

実
行
委
員
長･

長
谷
川
　
創
磨

（
身
体
シ
３
）▽
監
査･

土
工
　

優
峰（
メ
デ
ィ
ア
４
）▽
運
営
局
長･

小
池
　
明
雄（
社
会
３
）▽
運

営
統
括･

後
藤
　
浩
平（
社
会
３
）、

兒
玉
　
俊
昭（
身
体
シ
３
）▽
情

宣
局
長･

宮
田
　
雄
輝（
社
会
３
）

▽
情
宣
広
報
統
括
・
上
田
　
沙

悠
里（
社
会
３
）、山
口
　
亞
利

泳（
社
会
３
）▽
情
宣
編
集
統
括
・

横
山
　
千
裕（
社
会
３
）▽
情

宣
美
術
統
括
・
立
松
　
周（
社

会
３
） 

▽
情
宣
Ｈ
Ｐ
統
括
・
幸
　

達
也（
情
報
３
）▽
企
画
局
長
・

吉
田
　
光
佑（
メ
デ
ィ
ア
２
）▽

企
画
統
括･

森
岡
正
憲（
情
報
２
）

▽
企
画
・
田
中
里
美（
社
会
２
）

▽
渉
外
・
鈴
木
秀
幸（
情
報
シ
２
）、

藤
田
　
倫
久（
身
体
シ
２
）▽
会

計
・
水
野
雄
太（
情
報
メ
２
）▽

ブ
ー
ス･

熊
崎
　
皓
介（
社
会
２
）

▽
総
務
・
堀
澤
　
和
貴（
社
会
２
）

▽
編
集
・
木
下
　
輝
彦（
身
体
シ

２
）、尾
林
　
智
美（
情
報
メ
２
）

▽
Ｈ
Ｐ
・
内
山
　
翔
貴（
情
報
メ

２
）▽
広
報
・
川
原
崎
　
幸
司（
社

会
２
）、片
岡
　
真
子（
社
会
２
）

▽
美
術
・
永
田
　
東
陽（
社
会
２
）

▽
記
念
品
・
久
野
　
瑞
貴（
社

会
２
）▽
ス
テ
ー
ジ
・
伊
藤
　
拓

也（
情
報
メ
２
）、三
宅
　
達
也

（
身
体
シ
２
）▽
イ
ベ
ン
ト
・
南
　

美
希（
社
会
２
）、野
村
　
真
理

子（
社
会
２
）、安
慶
名
　
隆
宏

（
情
報
シ
２
）　
　
　
　
　
　
〈
敬

称
略
〉 

実
行
委
員
長
・
亀
井
　
健
貴（
経

済
４
）▽
副
実
行
委
員
長
・
中
村

　
実（
心
理
３
）▽
会
計・

加
藤
　
奈
津
美
（
言

語
表
現
３
）▽
渉
外
・

松
井
　
恵
美
（
日
本

文
４
）▽
企
画
・
藤
井

　
絵
里
奈
（
言
語
表

現
３
）、前
田
　
早
紀（
日

本
文
２
）、杉
本
　
恵（
言

語
表
現
２
）、西
分
　

康
裕（
言
語
表
現
２
）、

赤
澤
　
直
哉
（
英
米

文
化
２
）、加
藤
　
智（
心

理
２
）、北
沢
　
か
お

り（
心
理
２
）、青
島
　
臣
悟（
経

済
２
）、大
島
　
直
人（
経
済
２
）、

馬
場
　
孝
人（
経
済
２
）　
　

　
　
〈
敬
称
略
〉 

き
た
こ
と
を
、
貿
易
連
関
分

析
、
国
際
産
業
連
関
分
析
、

お
よ
び
多
部
門
多
地
域
計
量

経
済
モ
デ
ル
分
析
の
枠
組
み

を
用
い
て
実
証
的
に
検
証
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
経
済
発
展
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
と
も
関

係
す
る
。
本
書
で
は
技
術
移

転
と
地
球
環
境
問
題
に
つ
い

て
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

　
著
者
は
経
済
学
部
教
授
。

経
済
学
部
刊
。 

   

　
本
書
は
、
計
量
経
済
モ
デ

ル
の
考
え
方
と
そ
の
作
成
手

順
、
お
よ
び
経
済
予
測
の
基

礎
的
な
理
解
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
る
。
最
小
限
の
パ
ソ

コ
ン
知
識
を
も
つ
読
者
に
、

付
属
エ
ク
セ
ル
・
マ
ク
ロ
ソ

フ
ト
に
よ
り
、
計
量
経
済
モ

デ
ル
分
析
を
体
験
し
な
が
ら

習
得
で
き
る
よ
う
、
数
式
の

利
用
を
最
小
限
に
抑
え
、
い

わ
ば
Σ
記
号
を
使
用
し
な
い

テ
キ
ス
ト
を
目
指
す
。
学
部

学
生
や
経
済
予
測
に
関
心
の

あ
る
社
会
人
向
け
の
好
書
。 

　
編
者
は
経
済
学
部
教
授
。

勁
草
書
房
刊
。
本
体
三
、
二

〇
〇
円
。 

     

　
映
画
は
製
作
者
の
価
値
観

や
理
想
そ
し
て
時
代
精
神
を

映
し
出
す
。
映
画
は
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
と
は
い
え
、
そ
の
意

味
で
は
ア
メ
リ
カ
映
画
は
ア

メ
リ
カ
文
化
を
「
正
し
く
」

反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

　
本
書
は
十
五
の
ト
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
映
画
三

十
作
品
を
取
り
上
げ
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
文
化
研
究
の
入
門

テ
キ
ス
ト
と
し
て
最
適
。 

　
奥
村
氏
は
国
際
英
語
学
部

教
授
、
板
倉
氏
は
教
養
部
准

教
授
。
松
柏
社
刊
。
税
込
二
、

五
二
〇
円
。 

   

　
本
書
は
、
日
本
教
師
教
育 

〈
７
面
７
段
目
へ
続
く
〉 

著
書
紹
介 

Works Published

昨年の大学祭のひとこま 

大
学
祭 
皆
で
盛
り
上
げ
よ
う 

┐

真
の
楽
し
い
想
い
を
└ 

┌
真（まこと）

┘ 

第54回 
名古屋キャンパス 

┌
奏
┘ 

第14回 
豊田キャンパス 

テ
ー
マ 

テ
ー
マ 

～ひびけ 
　僕らの 
　メッセージ～ 

【
前
夜
祭
】 

１１
月
１
日
（
木
） 

【
本
　
祭
】 

１１
月
２
日
（
金
）
〜
４
日
（
日
） 

実
行
委
員
長 

経
済
４ 

亀
井
　
健
貴 

┐

一
味
違
う
祭
目
指
す
└ 

実
行
委
員
長 

身
体
シ
３ 

長
谷
川
　
創
磨 

●
実
行
委
員
会
役
員 

●
実
行
委
員
会
役
員 

計
量
経
済
学 

山
田
　
光
男
他
編 

教
育
心
理
学 

杉
江
　
修
治
編 

映
画
で
わ
か
る 

ア
メ
リ
カ
文
化
入
門 

奥
村
み
さ
・
板
倉
厳
一
郎 

他
共
著 
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学
会
が
「
教
師
教
育
テ
キ
ス

ト
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
企
画

し
た
第
四
巻
で
あ
る
。 

　
新
し
い
時
代
の
教
師
に
必

要
な
資
質
養
成
に
関
す
る
学

会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
教
育

心
理
学
の
理
論
的
リ
ー
ダ
ー

を
執
筆
陣
に
そ
ろ
え
た
こ
の

テ
キ
ス
ト
出
版
の
意
義
は
大

き
い
。 

　
子
ど
も
が
変
わ
る
こ
と
に

こ
そ
教
育
の
意
義
が
あ
る
と

い
う
学
習
論
を
一
貫
さ
せ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

　
編
者
は
教
養
部
教
授
。
学

文
社
刊
。
本
体
一
、
八
〇
〇

円
。 

      

　
本
書
は
、
独
自
の
、
し
か

し
き
わ
め
て
ま
っ
と
う
な
教

育
改
革
を
進
め
る
犬
山
市
が
、

な
ぜ
全
国
唯
一
、
公
立
で
あ

り
な
が
ら
、
二
〇
〇
七
年
度

に
文
部
科
学
省
が
実
施
し
よ

う
と
す
る
学
力
テ
ス
ト
を
拒

否
す
る
の
か
を
論
じ
た
本
で

あ
る
。 

　
犬
山
の
充
実
し
た
実
践
風

景
を
解
説
し
た
著
者
の
一
人
、

杉
江
氏
は
本
学
教
養
部
教
授
。

犬
山
市
の
授
業
改
善
に
長
く

か
か
わ
っ
て
き
て
い
る
。
明

石
書
店
刊
。
本
体
一
、
二
〇

〇
円
。 

      

　
本
書
は
、
石
川
県
・
小
松

市
立
丸
内
中
学
校
の
二
〇
〇

五
年
度
、
二
〇
〇
六
年
度
の

実
践
研
究
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。 

　
協
同
学
習
の
原
理
を
す
べ

て
の
学
習
指
導
場
面
に
適
用

し
、
学
習
と
評
価
の
一
体
化

に
力
を
置
い
た
研
究
で
あ
る
。

義
務
教
育
で
は
珍
し
い
、
学

期
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
作
り
も

実
践
し
て
い
る
。 

　
監
修
者
は
教
養
部
教
授
。

日
本
協
同
教
育
学
会
刊
。
税

込
三
、
〇
〇
〇
円
。 

〈
８
面
７
段
目
へ
続
く
〉 

　
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
サ
ー

ク
ル
『
ぷ
い
ぷ
い
』
が
三
月
二

十
三
日
、
中
日
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
賞
（
中
日
新
聞
社
会
事
業

団
主
宰
）
を
受
賞
し
た
。 

　
同
サ
ー
ク
ル
は
、
発
達
障
害

な
ど
の
子
供
と
親
た
ち
が
つ
く

る
名
古
屋
市
内
の
団
体
を
支
援

し
よ
う
と
九
七
年
に
結
成
。
メ

ン
バ
ー
の
学
生
た
ち
は
月
一
回
、

保
育
園
や
公
園
で
、
子
供
た
ち

と
の
追
い
か
け
っ
こ
や
宝
探
し

な
ど
の
交
流
を
通
し
て
、
団
体

を
支
援
し
て
い
る
。 

　
代
表
の
鈴
木
来
果
さ
ん
（
心

理
４
）
は
、
「
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
接
し
、
目
を
離
さ
な
い
こ
と

が
鉄
則
。
大
変
で
す
が
、
一
緒

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
。

メ
ン
バ
ー
は
現
在
十
五
人
。
障

害
へ
の
理
解
と
知
識
を
深
め
る

た
め
、
メ
ン
バ
ー
同
士
は
も
ち

ろ
ん
、
団
体
の
親
た
ち
と
も
定

期
的
に
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
。 

　
中
日
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

は
、
東
海
三
県
を
拠
点
に
五
年

以
上
継
続
し
て
福
祉
活
動
を
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
贈
ら
れ
、
今
年
度
は
九
団
体

が
選
ば
れ
た
。 

　
両
上
肢
・
下
肢
機
能
障
害
の

三
浦
義
之
さ
ん
（
体
育
４
）
を
、

通
学
や
授
業
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
（
名
称
チ

ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ａ
）
が
活
動
三

年
目
を
迎
え
た
。 

　
チ
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ａ
は
、
講

義
の
出
席
カ
ー
ド
記
入
に
苦
労

し
て
い
た
三
浦
さ
ん
を
竹
村
未

来
さ
ん
（
健
康
４
）
が
手
伝
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
つ
く
ら
れ
、

現
在
は
八
人
に
増
え
た
。 

「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
み
ん

な
の
お
か
げ
」
と
感
謝
す
る
三

浦
さ
ん
に
対
し
、
竹
村
さ
ん
は

「
今
ま
で
に
な
い
友
達
関
係
が

で
き
、
大
学
生
活
が
楽
し
く
、

充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
」
と

話
す
。
体
の
不
自
由
な
人
や
困

っ
て
い
る
人
へ
の
気
配
り
も
自

然
に
な
っ
た
と
い
う
。 

　
三
浦
さ
ん
は
、
新
体
操
部
で

活
躍
し
て
い
た
一
年
の
秋
に
事

故
で
頸
椎
を
損
傷
し
、
三
年
間

休
学
し
た
。
復

学
後
は
、
新
体

操
部
の
同
僚
か

ら
の
勧
め
も
あ

り
、
後
輩
た
ち

の
演
技
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

昨
年
一
月
に
車

椅
子
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
社

会
人
チ
ー
ム
に

も
入
り
、
プ
レ

ー
を
楽
し
ん
で

い
る
。 

　
文
化
会
は
四
月
二
十
八
日
、

「
サ
タ
デ
ー
・
ト
ヨ
タ
・
フ
ィ

ー
バ
ー
」
の
テ

ー
マ
で
、
豊
田

系
ク
ラ
ブ
発
表

会
を
４
号
館
４

１
１
教
室
で
行

っ
た
。 

　
豊
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
活
動
し

て
い
る
八
ク
ラ

ブ
が
参
加
す
る

こ
の
発
表
会
も
、
今
年
で
十
一

回
目
を
迎
え
た
。
演
劇
、
ゲ
ー

ム
、
映
像
作
品
、
コ
ン
ト
、
ラ

イ
ブ
、
ビ
ン
ゴ
な
ど
を
実
施
し
、

各
ク
ラ
ブ
は
持
ち
味
を
充
分
に

発
揮
で
き
た
と
思
う
。 

　
一
月
か
ら
準
備
を
進
め
、
困

難
な
場
面
も
あ
っ
た
が
、
部
長

連
を
中
心
に
、
強
い
団
結
力
と

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
日
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に

喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

満
足
の
い
く
発
表
会
に
な
っ
た
。 

（
社
会
４
・
井
田
　
宗
幸
） 

　
中
京
大
学
環
境
保
全
委
員
会
が
、名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
と

周
辺
道
路
の
美
化
を
目
的
に
、
四
月
九
―
十
一
日
、
「
エ
コ
・

ウ
ィ
ー
ク
」
運
動
を
行
っ
た
。 

　
環
境
保
全
委
員
会
は
、
文
化
会
・
体
育
会
・
大
学
祭
実
行
委

員
会
と
学
生
課
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
三
日
間
で
学
生
五
十
八

人
、
学
生
課
職
員
十
五
人
が
参
加
。
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
入
り
口
、

西
門
、
正
門
の
三
カ
所
で
、
通
学
し
て
く
る
学
生
た
ち
に
、
ゴ

ミ
の
分
別
の
徹
底
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
撲
滅
、
全

館
禁
煙
な
ど
を
呼
び
か
け
た
。
自
転
車
通
学
者
に
対

し
て
の
駐
輪
指
導
も
行
っ
た
。 

Works Published

著
書
紹
介 

毎週勉強会を開いている『ぷいぷい』
の学生たち 

北川学長（中央）を囲んで懇談する 
チームＭＩＵＲＡの学生たち 

勢
揃
い
し
た

八
ク
ラ
ブ
の

学
生 

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
美
化
を
呼
び
か
け
る

環
境
保
全
委
員
会
の
学
生
た
ち 

８
ク
ラ
ブ
が
発
表
会 

学
生
ら
が
美
化
呼
び
か
け 

事故の学友を 

チームＭＩＵＲＡ 
サポート3年目 

学
生
サ
ー
ク
ル
　
ぷ
い
ぷ
い 

中
日
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞 

障害児団体を 
支援して10年 

全
国
学
力
テ
ス
ト
、 

　
　
参
加
し
ま
せ
ん
。  

犬
山
市
教
育
委
員
会
編 

杉
江
　
修
治
他
著  

確
か
な
学
力
を
育
む 

指
導
の
研
究 

小
松
市
立
丸
内
中
学
校
著 

杉
江
　
修
治
監
修 
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『
楽
は
楽
な
り
　
中
国
音
楽

論
集
』
の
続
編
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
古
楽
の
復
元
」
で

あ
る
。
幻
の
古
楽
器「
箜
篌
」

（
く
ご
）
の
復
元
、
中
国
の

「
古
琴
」
の
奏
法
と
古
楽
譜
、

先
秦
時
代
の
詩
経
の
音
楽
、

南
宋
の
文
人
歌
曲
、
元
代
の

戯
曲
音
楽
、
明
清
時
代
の
俗

曲
な
ど
を
巡
っ
て
、
古
代
中

国
の
「
音
」
を
蘇
ら
せ
よ
う

と
す
る
論
考
を
集
め
た
。
な

お
書
名
は
、
音
楽
の
「
楽
」

は
「
楽
し
い
」
に
も
通
ず
る
、

と
い
う
『
礼
記
』
の
こ
と
ば
。 

　
主
編
・
著
者
は
文
学
部
教

授
。
文
化
科
学
研
究
所
刊
。 

       

　
観
光
地
サ
イ
パ
ン
や
パ
ラ

オ
を
含
む
マ
リ
ア
ナ
・
マ
ー

シ
ャ
ル
等
の
島
々
は
、
か
つ

て
日
本
が
国
際
連
盟
の
委
任

統
治
領
と
し
て
管
理
し
た
地

域
で
あ
っ
た
。
本
書
で
は
、

帝
国
日
本
と
戦
後
日
本
を
架

橋
し
た
三
つ
の
論
点
、
自
立

困
難
な
従
属
的
領
域
の
国
際

管
理
、
帝
国
内
部
の
重
層
的

社
会
関
与
、
南
洋
日
本
人
の

大
半
を
占
め
た
沖
縄
県
民
に

よ
る
戦
後
琉
球
独
立
と
南
洋

再
移
民
運
動
に
関
す
る
新
進

気
鋭
の
若
手
研
究
者
の
論
考

が
収
録
。 

　
編
集
代
表
は
教
養
部
教
授
。

慈
学
社
刊
。 

     

　
本
書
は
、
す
ぐ
れ
た
論
証

を
構
成
す
る
に
は
何
が
大
切

か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
編

ま
れ
た
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス

タ
イ
ル
の
哲
学
用
語
集
。
誰

も
が
何
と
な
く
使
っ
て
い
る

「
偶
然
と
必
然
」
や
「
客
観 

〈
９
面
７
段
目
へ
続
く
〉 

　
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
メ

デ
ィ
ア
科
学
専
攻
の
加
藤
良
将

さ
ん
（
博
士
２
）
と
井
藤
雄
一

さ
ん
（
修
士
２
）
が
共
同
で
制

作
し
た
作
品
が
、
九
月
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
リ
ン
ツ
で
開
催
さ

れ
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
祭
典

「
ア
ル
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
２

０
０
７
」
の
た
め
の
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
で
入
賞
し
た
。 

　
ア
ル
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
は
、

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
界
の
最
も
権

威
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
さ
れ
、
作

品
展
の
最
高
賞
は「
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
界
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
加
藤
、

井
藤
さ
ん
の
作
品
「W

hite 
L
ives on S

peaker

（
ス

ピ
ー
カ

ー
の
上

の
白
い

生
き
物
）」

は
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト

部
門
の
佳
作
に
あ
た
る

「

H
O
N
O
R
A
R
Y
 M
ENTIONS

（
名
誉
賞
）
」
を

受
賞
し
た
。 

　
作
品
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

低
周
波
の
音
を
出
し
て
粘
着
質

の
粉
を
動
か
し
、
様
々
な
形
を

作
る
立
体
造
形
表
現
と
し
て
制

作
。
独
創
的
な
発
想
が
評
価
さ

　
〇
五
年
十
二
月
、
三
重
県
の

実
家
に
帰
省
途
中
、
交
通
事
故

に
遭
っ
て
亡
く
な
っ
た
若
林
敏

さ
ん
（
当
時
、
情
報
科
学
部
二

年
）
の
ご
両
親
、
茂
さ
ん
と
弘

子
さ
ん
か
ら
本
学
に
現
金
が
寄

贈
さ
れ
た
。
本
学
は
こ
の
お
金

で
名
古
屋
、
豊
田
両
キ
ャ
ン
パ

ス
に
「
若
林
文
庫
」
を
設
け
る
。 

　
ご
両
親
は
三
月
下
旬
、
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
輿
水
大

和
学
部
長
に
「
一
周
忌
の
法
要

も
済
み
ま
し
た
。
仲
間
だ
っ
た

学
生
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て

て
く
だ
さ
い
」
と
寄

贈
さ
れ
た
。 

　
若
林
文
庫
は
両
キ

ャ
ン
パ
ス
の
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
に
設
け
る
。
事

故
に
遭
わ
な
け
れ
ば
四
年
生

で
就
職
活
動
の
時
期
を
迎
え

て
い
た
敏
さ
ん
の
遺
志
を
汲

ん
で
、
業
界
研
究
な
ど
の
書

籍
を
集
め
、
後
輩
の
学
生
た

ち
に
役
立
て
て
も
ら
う
。 

　
体
育
会
は
、
体
育
会
所
属
ク
ラ
ブ
の
新
入
部

員
を
対
象
に
五
月
二
十
六
日
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ

ス
４
１
１
教
室
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
体
育
会
の
活
動
内
容
を
説
明
す

る
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
、
二
百
五
十
人
の
新
入
部

員
が
参
加
し
た
。 

　
岡
智
恭
仁
副
幹
事
長
（
法
律
４
）
と
竹
内
外

夫
会
長
（
体
育
学
部
教
授
）
の
挨
拶
に
次
い
で
、

五
輪
出
場
経
験
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
大
会
五
連
覇

な
ど
数
々
の
記
録
を
残
し
た
室
伏
重
信
先
生
（
体

育
学
部
教
授
）
の
講
演
会
を
開
い
た
。 

「
自
身
の
成
長
に
は
何
が
必
要
か
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
室
伏
先
生
の
講
演
を
熱
心
に
聴
い
て
い

た
新
入
生
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
の

記
録
を
出
す
き
っ

か
け
を
掴
み
と
っ

た
様
子
だ
っ
た
。

体
育
会
の
一
員
と

し
て
、『
強
い
中
京
』

を
胸
に
、
日
々
一

生
懸
命
練
習
し
て

欲
し
い
。 

（
広
報
局
・
法
律

２
・
倉
見
　
隼
人
） 

　
未
公
開
株
を
巡
る
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
、
最
近
で
は
大

学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

事
犯
も
起
き
て
い
ま
す
。
学

生
の
皆
さ
ん
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
は
▽
同
級
生
に
「
う
ま
い

儲
け
話
が
あ
る
。
投
資
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
な
い
か
。
未

公
開
株
を
紹
介
す
る
」
と
誘

わ
れ
、
サ
ラ
金
か
ら
六
十
五

万
円
を
借
り
て
渡
し
た
が
、
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
▽
未
公

開
株
購
入
の
お
金
を
払
っ
た
が
、

実
際
は「（
上
場
し
た
場
合
に
）

上
場
益
の
一
部
を
受
け
取
れ
る

権
利
」
の
購
入
だ
っ
た
。
お
金

は
戻
ら
ず
、
他
の
学
生
を
勧
誘

す
れ
ば
一
人
に
つ
き
十
万
円
の

マ
ー
ジ
ン
を
払
う
と
言
わ
れ
た

―
―
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
本
学
で
は
ま
だ
被
害
の
届
け

出
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
は
複
数
の
被
害
学

生
が
出
た
と
の
他
大
学
か
ら

の
届
け
も
出
て
い
ま
す
。 

「
上
場
す
れ
ば
儲
か
る
」「
他

の
人
を
誘
え
ば
お
金
が
入
る
」

な
ど
の
甘
い
儲
け
話
は
信
用

せ
ず
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ

と
が
肝
要
で
す
。
こ
う
し
た

事
例
や
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た

場
合
は
学
生
課
、
ま
た
は
最

寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

学
生
課 

著
書
紹
介 
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的
と
主
観
的
」
か
ら
、
専
門

家
以
外
に
は
見
落
と
さ
れ
が

ち
な
「
現
象
を
救
う
」
や
「
タ

イ
プ
と
ト
ー
ク
ン
」
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
で
斬
新
な
項
目
か

ら
な
る
。
洗
練
さ
れ
た
議
論

の
仕
掛
け
に
親
し
む
た
め
の

最
適
の
入
門
書
で
あ
る
。 

　
訳
者
は
教
養
部
教
授
。
共

立
出
版
刊
。
本
体
二
、
五
〇

〇
円
。
日
本
図
書
館
協
会
選

定
図
書
。 

    

『
文
献
解
説
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
成
立
』
（
一
九
八
一
年
）

の
大
幅
な
改
訂
版
が
本
書
で

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
前
近
代

史
を
学
ぼ
う
と
す
る
大
学
生
、

ま
た
高
校
や
大
学
で
教
育
に

携
わ
る
教
員
向
け
の
概
説
書

で
あ
る
が
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

さ
は
、
研
究
史
を
概
観
で
き

る
文
献
解
説
を
備
え
て
い
る

点
で
あ
る
。
古
代
中
心
の
旧

版
に
対
し
て
、
対
象
と
す
る

時
代
が
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス

に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
文
献
解

説
も
一
新
さ
れ
た
。 

　
著
者
は
教
養
部
准
教
授
。

南
窓
社
刊
。
本
体
三
、
二
〇

〇
円
。 

       

　
本
書
は
、
西
洋
的
発
想
と

は
異
な
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
の
「
も
の
の
考
え
方
」

に
焦
点
を
あ
て
た
論
稿
八
篇

か
ら
な
っ
て
い
る
。 

　
西
洋
的
発
想
は
、
進
歩
と

と
も
に
、
環
境
問
題
や
核
開

発
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

か
ら
の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い

る
多
く
の
問
題
を
生
み
出
し

て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
問
題

を
考
え
解
決
し
て
い
く
た
め

の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
う
と
す

る
読
者
に
と
っ
て
は
示
唆
に

富
む
書
物
で
あ
る
。 

　
編
集
代
表
は
教
養
部
教
授
。

成
文
堂
刊
。 

      

　
本
書
は
、
中
京
大
学
経
済 

〈
10
面
７
段
目
へ
続
く
〉 

　
法
学
研
究
科
は
今
年
四
月
、

法
学
部
と
連
携
し
た
融
合
一
貫

教
育
制
度
と
、
社
会
人
の
在
学

期
間
選
択
制
を
導
入
し
た
。 

　
融
合
一
貫
教
育
制
度
は
、法

学
部
四
年
生
に
法
学
研
究
科
の

特
殊
講
義
科
目
の
履
修（
科
目

等
履
修
生
）を
認
め
て
単
位
を

認
定
し
、
同
研
究
科
修
士
課
程

の
修
了
を
最
短
一
年
間
で
可
能

に
す
る
制
度
。
修
士
（
法
学
）

の
学
位
取
得
期
間
の
短
縮
や
授

業
料
等
の
軽
減
な
ど
、
学
生
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。 

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
三
年

生
ま
で
の
全
履
修
科
目
の
Ｇ
Ｐ

Ａ
が
２
・
８
以
上
で
あ
る
学
業

優
秀
者
。
四
年
次
に
履
修
で
き

る
科
目
は
二
十
単
位
ま
で
と
し
、

同
研
究
科
進
学
時
に
十
単
位
を

上
限
に
単
位
認
定
さ
れ
る
。
飛

び
入
学
と
異
な
り
、
法
学
部
卒

業
の
学
歴
も
得
ら
れ
る
。
今
年

度
、
二
人
が
同
制
度
を
利
用
し
、

学
ん
で
い
る
。 

　
社
会
人
の
在
学
期
間
選
択
制

は
、
時
間
的
制
約
の
多
い
社
会

人
が
、
無
理
な
く
研
究
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
入
学
手
続
き

時
に
二
年
・
三
年
・
四
年
コ
ー

ス
を
選
択
で
き
る
制
度
。
授
業

料
は
、
三
・
四
年
コ
ー
ス
を
選

択
し
て
も
二
年
コ
ー
ス
の
合
計

と
同
額
。
大
学
卒
業
後
五
年
以

上
で
三
十
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
し
て
い
る
。 

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
国

外
短
期
留
学
制
度
（
セ
メ
ス
タ

ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
秋
学
期

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。 

　
セ
メ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
八
月
末
―
十
二
月
末
の
一

学
期
間（
セ
メ
ス
タ
ー
）
、
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟
大
学
の
米
・
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ラ
ク
ロ
ス
校

で
英
語
科
目
（
Ｅ
Ｓ
Ｌ
）
を
中

心
に
学
ぶ
留
学
制
度
。
原
則
と

し
て
二
年
次
が
対
象
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
五
百
点
以
上
の
成
績
が
条

件
で
定
員
十
五
人
。
単
位
認
定

の
対
象
と
す
る
学
部
も
あ
る
。

今
年
度
は
九
人
が
同
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。 

　
国
際
セ
ン
タ
ー
主
催
の
海
外

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ
ま

で
は
一
年
間
の
交
換
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
約
一
カ
月
間
の
海
外

セ
ミ
ナ
ー
の
二
種
類
だ
っ
た
。

学
生
か
ら
要
望
が
多
か
っ
た
セ

メ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
加

わ
り
、
一
層
充
実
し
た
。 

　
国
際
セ
ン
タ
ー
は
「
今
後
は

留
学
先
や
定
員
を
拡
充
し
て
い

く
予
定
。語
学
力
の
向
上
と
国

際
感
覚
の
涵
養
の
た
め
に
、
学

生
た
ち
の
留
学
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。 

　
本
学
か
ら
海
外
の
大
学
へ
派

遣
す
る
〇
七
年
度
交
換
留
学
生

は
、
過
去
最
多
の
二
十
五
人（
国

際
英
語
学
部
二
十
二
人
、
法
・

経
済
・
体
育
学
部
各
一
人
）
と

な
っ
た
。 

　
留
学
先
の
内
訳
は
、
ア
メ
リ

カ
の
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
（
国
際
的
な
学

生
交
換
留
学
推
進
機
関
）加
盟

大
学
に
二
十
二
人
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
個
別
協
定
大
学
に
三

人
。
学
生
は
八
月
か
ら
（
個
別

協
定
大
学
の
三
人
は
今
年
二
月

か
ら
）
一
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
な
ど
、
専
門
的
に
学
び
た
い

分
野
を
中
心
に
履
修
す
る
。 

　
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
「
〇
六

年
度
は
二
千
人
以
上
の
学
生
が

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
を
受
験
。
英
語
力

の
向
上
が
交
換
留
学
生（
派
遣
）

の
増
加
に
繋
が
っ
た
の
で
は
」

と
み
て
い
る
。 

　
一
方
、
本
学
が
今
年
度
、
海

外
の
大
学
か
ら
受
け
入
れ
た
交

換
留
学
生
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
加
盟

大
学
か
ら
九
人
（
米
国
八
人
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
一
人
）
、
個
別

協
定
大
学（
韓
国
）
か
ら
三
人

の
計
十
二
人
。
四
月
か
ら
日
本

語
や
母
国
で
も
専
攻
し
て
い
る

専
門
科
目
を
中
心
に
学
び
、
十

二
月
（
韓
国
か
ら
の
留
学
生
は

二
月
）
に
帰
国
す
る
。 

　
総
合
政
策
学
部
二
・
三
年
生

の
特
殊
講
義「
読
売
新
聞
特
別

講
座
―
新
聞
メ
デ
ィ
ア
か
ら
み

た
政
策
決
定
の
現
場
―
」が
今

年
度
も
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
〇
六
年
度
春
学
期
に
次
ぐ
開

講
で
、
四
月
十
二
日
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
経

て
同
十
九

日
か
ら
七
月
十
九
日
ま
で
の
木

曜
日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
の

記
者
ら
が
十
三
回
の
講
義
を
担

当
。
受
講
学
生
三
十
九
人
に
、

「
政
策
決
定
の
現
場
・
Ｅ
Ｕ
」（
池

村
俊
郎
調
査
研
究
本
部
主
任
研

究
員
）、「
同
・
日
本
」（
赤
座
弘

一
政
治
部
長
）、「
多
メ
デ
ィ
ア

時
代
の
新
聞
」（
馬
野
耕
至
メ
デ

ィ
ア
戦
略
局
専
門
委
員
）、「
経

済
政
策
決
定
の
現
場
」（
大
橋
善

光
経
済
部
長
）
、
「
新
聞
と
広

告
」（
中
島
徹
中
部
支
社
広
告
部

長
）
な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
記
者

ら
が
見
た
各
界
の
政
策
決
定
の

現
状
を
解
説
し
て
い
る
。 

　
担
当
は
市
島
宗
典
講
師
。 
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学
部
付
属
経
済
研
究
所
の
公

共
経
済
学
研
究
シ
リ
ー
ズ
の

四
冊
目
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

こ
の
間
、
我
が
国
を
巡
る
経

済
は
急
速
に
変
容
し
、
政
策

の
再
検
討
が
求
め
ら
れ
た
。 

　
本
書
に
収
め
ら
れ
た
十
二

編
の
論
文
は
、
出
生
率
、
社

会
保
障
、
年
金
、
教
育
、
失

業
、
分
配
、
規
制
緩
和
、
構

造
改
革
等
多
岐
に
わ
た
る
諸

問
題
に
対
す
る
政
策
解
明
を

進
め
た
時
宜
に
か
な
う
内
容

で
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。 

　
編
著
者
は
共
に
経
済
学
部

教
授
。
勁
草
書
房
刊
。 

    

　
現
代
社
会
は
ど
こ
へ
向
か

う
の
か
？ 

本
書
は
再
帰
性（
リ

フ
レ
ク
シ
ィ
ビ
テ
ィ
）
に
注

目
し
て「
再
帰
的
近
代
社
会
」

と
し
て
現
代
社
会
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。 

　
リ
フ
レ
ク
シ
ィ
ブ
に
変
化

す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

感
性
、
市
場
と
公
共
性
な
ど
、

具
体
例
を
織
り
混
ぜ
て
語
る
。

さ
ら
に
、
実
証
研
究
に
よ
る

多
彩
な
素
材
と
解
釈
を
提
示

し
な
が
ら
再
帰
性
が
も
た
ら

す
不
確
実
性
に
焦
点
を
当
て
、

近
代
化
の
行
く
末
を
探
る
。 

　
著
者
は
経
営
学
部
准
教
授
。

ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
刊
。
本
体

二
、
六
〇
〇
円
。 

    

　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
法
令
集
の

改
訂
新
版
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
法
令
や
通
知
通
達
に
加

え
て
、
日
本
学
生
野
球
憲
章

や
Ｊ
リ
ー
グ
規
約
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
を
管
理
す
る
団
体
や

組
織
の
規
則･

規
約
等
も
網
羅
。

特
に
〇
七
年
版
は
カ
ラ
ー
印

刷
を
導
入
し
、
さ
ら
に
「
ひ

と
く
ち
メ
モ
」
を
追
加
し
て

分
か
り
易
さ
を
図
っ
た
。
〇

六
年
に
制
定
さ
れ
た
フ
ラ
ン

ス
の
ス
ポ
ー
ツ
憲
章
も
初
邦

訳
し
て
掲
載
。
体
育
の
学
生

や
指
導
者
に
必
携
の
書
。 

　
編
者
は
体
育
学
部
教
授
で

大
学
院
体
育
学
研
究
科
長
。

信
山
社
刊
。
本
体
三
、
〇
〇

〇
円
。 

　
　
　
　
三
月
三
十
日
付
３
面

　
　
　
「
９
人
に
博
士
学
位
」

記
事
中
の
張
建
さ
ん
は
、
課
程

博
士
の
誤
り
で
し
た
。 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
三
号

館（
部
室
・
宿
泊
施
設
複
合
棟
）

の
建
設
工
事
が
今
年
十
一
月
末

完
成
を
目
標
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
新
三
号
館
は
、
同
じ
場
所
に

あ
っ
た
三
号
館
（
講
義
棟
）
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
別
の
場
所
に

あ
っ
た
青
雲
館
（
部
室
・
宿
泊

棟
）
を
一
つ
に
し
た
建
物
と
し

て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
三
号
館
、

青
雲
館
と
も
に
築
後
三
十
五
年

を
経
過
し
て
老
朽
化
に
よ
る
傷

み
が
激
し
か
っ
た
。 

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
五

階
建
て
、
延
べ
二
千
三
百
八
十

一
㎡
。
一
、
二
階
は
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
施
設
（
大
三
室
、
中
二
室
、

小
二
十
五
室
）
、
練
習
場
二
室
、

中
庭
（
パ
テ
ィ
オ
）
な
ど
、
三

―
五
階
は
宿
泊
棟
エ
リ
ア
で
宿

泊
室
十
二
室（
九
十
六
人
収
容
）、

浴
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
。 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
隣
接
地
（
旧
ラ
グ
ビ

ー
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
跡
地
）
で

工
事
が
進
ん
で
い
る
サ
ー
キ
ッ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
の

主
体
施
設
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ

ー
ス
な
ど
の
整
備
が
終
わ
り
、

オ
ー
プ
ン
し
た
。 

　
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ガ
ー
デ
ン
は
、
学
生
た
ち

が
ス
ポ
ー
ツ
能
力
の
向
上

や
体
力
の
増
進
を
図
る
た

め
の
屋
外
施
設
。一
・
五
㌶
の
起

伏
に
富
ん
だ
広
い
土
地
に
、
傾

斜
を
つ
け
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ロ

ー
ド
や
砂
場
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
配
し
て
い

る
。ま
た
、池
や
小
川
、芝
生
広

場
な
ど
も
整
備
す
る
た
め
、一

般
学
生
の
憩
い
の
場
に
も
な
る
。 

　
第
五
十
七
回
中
日
書
道
展
で
、

書
道
部
の
十
二
人
が
入
賞
し
た
。

入
賞
し
た
作
品
は
六
月
十
二
日

か
ら
十
一
日
間
、
名
古
屋
市
博

物
館
で
展
示
さ
れ
た
。 

◆ 

　
入
賞
は
次
の
皆
さ
ん
。
（
敬

称
略
） 

　
▽
公
募
一
科
﹇
準
特
選
﹈
田

中
由
華
（
法
律
４
） 

　
▽
公
募
ニ
科
﹇
ニ
科
賞
﹈
饗

場
祐
一
（
日
本
文
学
３
）
、
中

川
か
お
り
（
日
本
文
学
２
）
、

松
浦
舞
（
日
本
文
学
２
） 

﹇
奨
励
賞
﹈
小
池
彩
（
言
語
表

現
３
）
、
中
村
友
美
（
言
語
表

現
３
）
、
山
本

裕
代
（
言
語
表

現
３
）
、
小
林

雄
太
（
日
本
文

学
２
）
、
　
木
佳
奈
子
（
言
語

表
現
２
）、
水
野
優
（
法
律
２
）

山
本
佳
史
（
経
済
２
）
、
中
野

幹
子
（
経
営
２
） 

  

そ
ら
い
・
　 

け
ん
ぞ
う
　 

　
３
月
31
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。75
歳
。

70
〜
06
年
在
職
。

臨
床
心
理
学
。
わ

が
国
初
の
心
理
学
部
、
心
理
学
研
究
科
開

設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

   

こ
ん
ど
う
　 

・
と
し
お
　 

　
５
月
14
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。96
歳
。

59
〜
82
年
在
職
。

剣
道
。
剣
道
部
初

代
部
長
と
し
て
部
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。 

   

き
の
し
た・    

か
つ
し
げ
　 

　
６
月
５
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
64
歳
。

監
督
と
し
て
66
、

67
年
の
高
校
駅
伝

に
連
覇
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
　
　
　
　 

） 

（
　
　
　
　 

） 

（
　
　
　
　 

） 

著
書
紹
介 

Works Published

新３号館の完成イメージ図 

整備が進むサーキットトレーニ
ングガーデン 

訂
正 訃

　
　
報 

名
誉
教
授（
元
心
理
学
部
教
授
） 

空
井
　
健
三
さ
　
　
ん 

心
理
学
部
開
設
に
尽
力 

元
体
育
学
部
教
授 

近
藤
　
利
雄
さ
　
　
ん 

剣
道
部
初
代
部
長 

元
豊
田
事
務
局
次
長 

（
元
附
属
中
京
高
校
校
長
） 

木
下
　
勝
茂
さ
　
　
ん 

駅
伝
指
導
に
活
躍 

部室・宿泊施設の複合棟 

新3号館 11月完成へ 
クラブハウス 大小30室 

コースなどオープン 

96
人
宿
泊
Ｏ
Ｋ 

浴
室
な
ど
整
備 

体
力
増
進
へ
サ
ー
キ
ッ
ト 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン 

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

書
道
部
の
　
人
が
入
賞 

12

中
　
日 

書
道
展 

再
帰
的
近
代
社
会 

中
西
　
眞
知
子
著 

ス
ポ
ー
ツ
六
法 

　
　
２
０
０
７ 

守
能
　
信
次
他
編 
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先
般
の
学
園
評
議
員
会
及
び
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
中
京

大
学
の
二
〇
〇
七
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
資
金
収
支
予
算
書
は
表
１
、
消
費
収
支
予
算
書
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。 

　
１
、
人
件
費
支
出 

　
七
六
億
六
千
七
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年
度

予
算
と
比
べ
二
・
〇
％
減
少
し

て
い
ま
す
。 

　
２
、
経
費
支
出 

　
情
報
教
育
関
連
経
費
、
研
究

費
、
学
生
募
集
経
費
な
ど
、
教

育
研
究
経
費
と
管
理
経
費
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て

五
一
億
八
百
万
円
で
、
二
〇
〇

六
年
度
予
算
と
比
べ
四
・
三
％

の
増
加
で
す
。 

　
３
、
施
設
関
係
支
出 

　
名
古
屋
学
舎
校
舎
改
造
な
ど

の
事
業
費
と
し
て
一
九
億
八
千

三
百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　
４
、
設
備
関
係
支
出 

　
機
器
備
品
費
、
図
書
費
な
ど

の
支
出
と
し
て
七
億
八
千
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　
１
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入 

　
一
四
三
億
六
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
予
算
学
生
数
の
見

込
み
に
よ
り
、
二
〇
〇
六
年
度

予
算
に
比
べ
〇
・
九
％
の
減
少

と
し
ま
し
た
。 

　
２
、
手
数
料
収
入 

　
六
億
九
千
四
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
入
学

検
定
料
で
す
。 

　
３
、
補
助
金
収
入 

　
四
億
六
千
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
国
庫
か
ら
の
補
助
金
が

主
な
も
の
で
す
。 

　
４
、
資
産
運
用
収
入 

　
受
取
利
息
等
の
収
入
で
、
二

億
一
千
六
百
万
円
を
見
込
み
ま

し
た
。 

　
梅
村
学
園
の
予
算
も
同
様
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
資
金

収
支
予
算
書
は
表
３
、
消
費
収

支
予
算
書
は
表
４
の
と
お
り
で

す
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
度
の

事
業
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

〈
中
京
大
学
〉 

・
国
際
教
養
学
部
、
情
報
理
工

学
部
機
械
情
報
工
学
科
の
二
〇

〇
八
年
度
開
設
を
め
ざ
し
、
申

請
し
ま
す
。 

・
現
代
社
会
学
部
を
二
〇
〇
七

年
度
に
開
設
し
ま
す
。 

・
名
古
屋
学
舎
五
号
館
の
改
造
、

校
内
整
備
な
ど
の
施
設
整
備
を

行
い
ま
す
。 

〈
三
重
中
京
大
学
〉 

・
現
代
法
経
学
部
が
開
設
三
年

目
を
迎
え
ま
す
。 

・
本
部
棟
の
整
備
工
事
な
ど
を

行
い
ま
す
。 

〈
三
重
中
京
大
学
短
期
大
学
部
〉 

・
食
物
栄
養
学
科
に
お
い
て
、

二
〇
〇
八
年
度
に
向
け
て
の
定

員
増
加
を
申
請
し
ま
す
。 

〈
中
京
大
学
附
属
中
京
高
等
学

校
〉 

・
体
育
館
耐
震
補
強
な
ど
の
整

備
工
事
を
行
い
ま
す
。 

〈
三
重
高
等
学
校
〉 

・
２
号
館
・
３
号
館
の
改
築
工

事
を
行
い
ま
す
。 

 

（
財
務
部
長
　
鬼
頭
俊
二
） 

　
１
、
帰
属
収
入 

　
一
五
九
億
一
千
二
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年

度
予
算
と
比
べ
二
・
六
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
２
、
基
本
金
組
入
額 

　
組
入
額
と
し
て
四
億
六
千
六

百
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

　
３
、
消
費
収
入 

　
一
五
四
億
四
千
六
百
万
円
で
、

二
〇
〇
六
年
度
予
算
と
比
べ 

〇
・
六
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
４
、
消
費
支
出 

　
一
四
八
億
三
千
七
百
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
六
年

度
予
算
と
比
べ
一
・
一
％
増
加

し
て
い
ま
す
。 

　
５
、
消
費
収
支
差
額 

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
収
支
差
額
は
六
億

九
百
万
円
の
収
入
超
過
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

科　　目 
学生生徒等納付金収入 
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
資 産 売 却 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
借 入 金 等 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資金収入調整勘定  

前 年 度 繰 越 支 払 資 金  
収 入 の 部 合 計  

２００７年度予算

14,305,983
694,270

0
460,270
216,400

0
200,000
35,000

450,000
2,495,365

527,000
△2,464,554

14,937,236
31,856,970

２００６年度予算

14,433,478
713,210

3,200
721,382
181,378

540
259,042
32,630

0
2,462,554

32,261
△2,646,539

14,808,433
31,001,569

科　　目 
学生生徒等納付金  
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  

帰 属 収 入 合 計  
基 本 金 組 入 額 合 計  
消 費 収 入 の 部 合 計  

２００７年度予算

14,305,983
694,270

0
460,270
216,400
200,000
35,000

15,911,923
△465,851
15,446,072

２００６年度予算

14,433,478
713,210

3,200
721,382
181,378
259,042
32,630

16,344,320
△800,010
15,544,310

科　　目 
人 件 費  
教 育 研 究 経 費  
管 理 経 費  
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  

予 備 費
 

 
消 費 支 出 の 部 合 計  

当 年 度 消 費 収 入 超 過 額  

２００７年度予算

7,627,315
5,295,671
1,482,560

11,404
349,700

70,000

14,836,650

609,422

２００６年度予算

7,839,825
5,140,244
1,512,896

10,740
123,935

50,000

14,677,640

866,670

科　　目 
人 件 費 支 出  
教育研究経費支出  
管 理 経 費 支 出  
借入金等利息支出  
借入金等返済支出  
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  

予 備 費  
 
資金支出調整勘定  

次 年 度 繰 越 支 払 資 金  
支 出 の 部 合 計  

２００７年度予算

7,667,193
3,838,180
1,269,524

11,404
175,000

1,982,915
780,909

1,480,010
1,495,152

70,000
 

△419,113
13,505,796
31,856,970

２００６年度予算

7,820,789
3,591,819
1,305,686

10,740
175,000
341,000
672,806

1,582,410
1,098,187

50,000

△584,104
14,937,236
31,001,569

科　　目 
学生生徒等納付金収入 
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
資 産 売 却 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
借 入 金 等 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資金収入調整勘定  

前 年 度 繰 越 支 払 資 金  
収 入 の 部 合 計  

２００７年度予算

16,845,128
790,960
26,774

1,684,764
245,820

0
202,300
136,925
702,983

3,049,599
1,565,338
△3,742,575

16,881,115
38,389,131

２００６年度予算

17,030,449
809,335
74,840

1,898,803
214,248

540
272,291
194,205
104,952

3,043,749
933,097

△3,902,484
16,815,448
37,489,473

科　　目 
学生生徒等納付金  
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  

帰 属 収 入 合 計  
基 本 金 組 入 額 合 計  
消 費 収 入 の 部 合 計  

２００７年度予算

16,845,128
790,960
26,774

1,684,764
245,820
202,300
66,726

19,862,472
△1,182,744

18,679,728

２００６年度予算

17,030,449
809,335
76,867

1,898,803
214,248
272,291
139,212

20,441,205
△1,040,091

19,401,114

科　　目 
人 件 費  
教 育 研 究 経 費  
管 理 経 費  
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  

予 備 費  
 

消 費 支 出 の 部 合 計  

当 年 度 消 費 収 入 超 過 額  

２００７年度予算

10,554,174
6,318,649
1,857,337

31,736
639,415

103,500

19,504,811

△825,083

２００６年度予算

10,877,739
6,274,246
1,935,312

33,248
168,457

71,500

19,360,502

40,612

科　　目 
人 件 費 支 出  
教育研究経費支出  
管 理 経 費 支 出  
借入金等利息支出  
借入金等返済支出  
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  

予 備 費  
 
資金支出調整勘定  

次 年 度 繰 越 支 払 資 金  
支 出 の 部 合 計  

２００７年度予算

10,647,482
4,486,267
1,624,912

31,736
416,250

3,223,585
908,198

1,480,010
792,820

103,500

△493,625
15,167,996
38,389,131

２００６年度予算

10,851,069
4,325,942
1,680,110

33,248
414,106
536,575
734,611

1,582,410
1,092,703

71,500

△713,916
16,881,115
37,489,473

（単位：千円） 　　２００７年度 中京大学資金収支予算書 表１ 

（単位：千円） 　　２００７年度 中京大学消費収支予算書 表２ 

（単位：千円） 　　２００７年度 梅村学園資金収支予算書 表３ 

（単位：千円） 　　２００７年度 梅村学園消費収支予算書 表４ 

収
入
の
部 

支
出
の
部 

消
費
収
入
の
部 

消
費
支
出
の
部 

収
入
の
部 

支
出
の
部 

消
費
収
入
の
部 

消
費
支
出
の
部 

中
京
大
学
の
予
算 
２
０
０
７ 

年
　
　
度 

資 

金 

収 

支 

予
算
書 

（
表
１
） 

消 

費 

収 

支 

予
算
書 

（
表
２
） 

梅
村
学
園
の
予
算 

収
入
の
部 

支
出
の
部 
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二
〇
〇
八
年
度
中
京
大
学
入
試
日

程
が
決
ま
っ
た
。
十
月
の
Ａ
Ｏ
入
試

を
皮
切
り
に
入
学
試
験
が
ス
タ
ー
ト
。

推
薦
入
試
は
十
一
月
に
、
メ
イ
ン
の

一
般
入
試
は
二
月
に
実
施
す
る
。 

　
入
試
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
京
大
学

へ
の
入
学
を
希
望
し
て
い
る
受
験
生

や
、
一
、
二
年
後
に
大
学
受
験
に
臨

む
高
校
一
・
二
年
生
に
、
中
京
大
学

を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
、
全
国
で

開
催
す
る
進
学
相
談
会
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。 

　
中
京
大
学
が
七
月
以
降
に
参

加
す
る
進
学
相
談
会
は
、
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
十
三
都
道
府

県
で
、
計
二
十
八
回
開
催
さ
れ

る
。
他
大
学
と
合
同
で
行
う
業

者
企
画
の
相
談
会
で
、
大
学
ご

と
に
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
面

談
形
式
で
行
わ
れ
る
。 

　
入
試
情
報
や
各
学
部
の
講
義

内
容
、
就
職
や
奨
学
金
、
来
年

度
新
設
予
定
の
国
際
教
養
学
部
、

機
械
情
報
工
学
科
の
説
明
な
ど
、

中
京
大
学
に
関
す
る
様
々
な
質

問
に
、
入
試
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

親
身
に
回
答
す
る
。 

　
受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
も
入
場
可
能
な

の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
を
。 

　
受
験
生
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

放
し
、
中
京
大
学
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
企
画
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
、
七
月
二
十

一
、
二
十
二
日
に
名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
九
月
二
十
三
日
に

豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
。

受
験
生
は
中
京
大
生
に
な
っ
た

気
分
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
施

設
を
自
由
に
見
学
し
た
り
、
講

義
を
聴
い
た
り
と
、
中
京
大
学

の
雰
囲
気
を
体
感
で
き
る
。 

    

　
毎
年
人
気
を
集
め
て
い
る
模

擬
講
義
や
学
部
の
概
要
説
明
は
、

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
全
十

一
学
部
で
、
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
現
代
社
会
・
情
報
理
工
・

体
育
の
三
学
部
で
実
施
す
る
。 

　
就
職
・
資
格
取
得
・
留
学
・

奨
学
金
な
ど
の
担
当
部
署
職
員

と
の
面
談
や
、
図
書
館
・
情
報

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
見
学
も

で
き
る
。 

　
学
科
別
の
面
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
教
員
や
学
部
生
、
大
学
院

生
か
ら
、
授
業
内
容
や
課
外
活

動
な
ど
の
身
近
な
話
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
る
。 

　
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
こ
の

ほ
か
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
最
先
端
の
機
器
や
設

備
を
持
つ
理
工
系
実
験
棟
の
ほ

か
、
五
月
に
完
成
し
た
ス
ケ
ー

ト
リ
ン
ク
「
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」

を
は
じ
め
、
五
十
ｍ
プ
ー
ル
な

ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
見

学
で
き
る
。 

　
参
加
自
由
。
予
約
不
要
。
保

護
者
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。 

 

地区 開催日 開催地 会　場 

愛知県 7 8 日 名古屋 吹上ホール 

7 20 金 名古屋 ナゴヤドーム 

8 26 日 名古屋 ホテルキャッスルプラザ 

9 8 土 名古屋 名古屋国際会議場 イベントホール 

9 9 日 名古屋 名古屋国際会議場 イベントホール 

9 16 日 豊橋 豊橋グランドホテル 

12 2 日 名古屋 ホテルキャッスルプラザ 

8 25 土 津 ホテルグリーンパーク津 三重県 

8 25 土 大阪 大阪城ホール 近　畿 

中　国 9 1 土 広島 広島グリーンアリーナ 

九　州 

沖縄県 
9 20 木 福岡 ソラリア西鉄ホテル 

7 12 木 那覇 おきでん ふれあいホール 

7 13 金 那覇 おきでん ふれあいホール 

9 11 火 富山 富山全日空ホテル 

9 12 水 金沢 金沢全日空ホテル 

7 10 火 富山 富山市総合体育館 

9 13 木 福井 フェニックスプラザ 

7 12 木 福井 フェニックスプラザ 

北　陸 

浜松フォルテ 

ツインメッセ静岡 

アクトシティ浜松 

9 1 土 静岡 

ツインメッセ静岡 7 17 火 静岡 

ツインメッセ静岡 7 7 土 静岡 

9 21 金 浜松 

10 20 土 浜松 

静岡県 

7 1 日 岐阜 岐阜市文化センター 

9 2 日 岐阜 岐阜市文化センター 

12 8 土 岐阜 岐阜市文化センター 

岐阜県 

8 24 金 札幌 札幌パークホテル 北海道 

7 14 土 東京 日本武道館 関　東 

　入学願書や各種資料の請
求は、インターネット・携帯電話・
電話・はがきでできます。 
※願書の発送は9月以降。 
 

ホームページ 
http://nc.chukyo-u.ac.jpで 
「Net Campus」へ。 
※internet Ｅxplorer5.0以上 
 

モバイル 
http://m.chukyo-u.ac.jp/ 
携帯電話から資料請求がで
きます。インターネット接続サ
ービスで上記アドレスを入力し
てください。情報料は無料で
すが、各社が定めるパケット
通信料等がかかります。 

高校生や保護者で賑わった昨年のオープンキャンパス　 
（名古屋キャンパス・ガレリア）　 

入学願書や 
資料の 
請求 

年　度 
2008 入 試 案 内 

入試・進学相談会 
全国で28回開く 

未
来
に
向
け
て
、 

し
な
や
か
に
適
応
す
る
11
学
部 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
ど
う
ぞ 

名
　
古
　
屋 

キ
ャ
ン
パ
ス 

豊
　
　
　
田 

キ
ャ
ン
パ
ス 

7
月
２１
日（
土
）・
２２
日（
日
） 

全
１１
学
部
で
実
施 

9
月
２３
日（
日
） 

現
代
社
会
・
情
報
理
工
・
体
育
学
部 

で
実
施 

自
由
な
見
学
で 

雰
囲
気
を
体
感 

模
擬
講
義
や
面

談
コ
ー
ナ
ー
も 

北
海
道
〜
沖
縄 

保
護
者
も
ご
参
加
を 
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受
験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「N

et C
am
pus

」
に
は
、
入
試
情
報

の
ほ
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
、
就
職
支
援
体
制
、
資
格
取
得
状
況
、

キ
ャ
ン
パ
ス
紹
介
な
ど
、
中
京
大
学
に
関
す
る
情
報
や
話
題
が
満
載
さ
れ

て
い
る
。
国
際
教
養
学
部
や
情
報
理
工
学
部
機
械
情
報
工
学
科（
と
も
に

〇
八
年
四
月
開
設
予
定
）
の
詳
細
も
掲
載
し
て
い
る
。 

　
学
部
の
教
育
・
研
究
の
内
容
を
映
像
で
表
現
し
たFLA

SH
 

ED
U
CA
TIO
N

。
「
世
界
の
常
識
・
非
常
識
　
あ
な
た
の
国

際
感
覚
をC

H
EC
K

（
国
際
教
養
学
部
）」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
み
よ
う（
情
報
理
工
学
部
）
」「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
放
送
局（
国
際
英
語
学
部
）」
「
心
理
学
ｗ
ｅ
ｂ
実
験

室（
心
理
学
部
）」
「
キ
ミ
の
未
来
を
サ
ク
セ
ス
診
断
（
総
合
政

策
学
部
）」「
よ
く
ば
り
進
路

相
談
室
へ
よ
う
こ
そ（
現
代

社
会
学
部
）」な
ど
、
興
味
深

い
テ
ー
マ
が
並
ん
で
い
る
。 

    

　
試
験
方
式
別
や
学
部
別
の

入
試
情
報
と
、
入
試
ア
ド
バ

イ
ス
を
掲
載
。
昨
年
度
の
入

試
問
題
集
の
取
り
寄
せ
も
こ

こ
か
ら
で
き
る
。 

 　
携
帯
端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
モ

バ
イ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
も
内
容
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
昨

年
も
好
評
だ
っ
た
高
校
生
参

加
型
の
投
稿
企
画
の
内
容
も

充
実
。
進
学
相
談
会
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
も
行

っ
て
い
る
。
資
料
請
求
も
こ
ち
ら

か
ら
可
能
。 

お問い合わせ先 中京大学入試センター （直） TEL.052-835-7173

２００８年度  中京大学 学部入試日程 

入試に関する詳細は、 
入試要項を参照してください。 

一　般 

特Ⅰ 

特Ⅲ 

スポーツ 

前期日程 

後期日程 

後期日程 
２・４教科型 

前期日程 
５教科型 

前期日程 
４教科型 

前期日程 
３教科型 

推薦入試 

一般入試 

センター試験 
利用入試 

9月10日（月）～9月20日（木） 

10月25日（木）～11月12日（月） 

10月25日（木）～11月5日（月） 

1月7日（月）～1月18日（金） 

1月7日（月）～1月25日（金） 

2月18日（月）～2月27日（水） 

1月7日（月）～1月25日（金） 

1月7日（月）～1月18日（金） 

1月7日（月）～2月1日（金） 

2月18日（月）～3月8日（土） 

一次 書類審査 
二次 10月13日（土） 

一次 10月1日（月） 
二次 10月19日（金） 

試験区分 

ＡＯ入試 

実施学部 

総合政策・情報理工 

全学部（体育以外） 

体育 

国際教養 

国際英語・総合政策・経済・経営 

文・現代社会・法・情報理工 

体育 

経済・経営 

総合政策・経済・経営 

全学部 
※体育はD方式のみ実施  
※B方式は３・４日のみ実施 

全学部　M方式 
※体育科学科除く 

体育（体育科学科）Ｅ方式 

全学部 
※情報理工以外は２教科型  
※情報理工は数学１教科型 

全学部 

出願期間 

郵送（消印有効） 
試験日 

9月21日（金） 

11月13日（火） 
11月23日（祝） 

11月18日（日） 

12月1日（土） 
11月17日（土） 
11月23日（祝） 

11月17日（土） 
11月17日（土） 

2月1日（金） 
2月2日（土） 
2月3日（日） 
2月4日（月） 
2月9日（土） 

2月9日（土） 

3月7日（金） 

個別試験は 
課さない 

実施せず 

実施せず 

11月6日（火） 

1月23日（水） 
24日（木） 

2月29日（金） 
3月1日（土） 

1月28日（月） 

実施せず 

1月28日（月） 

2月4日（月） 

3月10日（月） 

全学部　センタープラス方式 2月8日（金） 

1月7日（月）～ 
1月24日（木） 

1月7日（月）～ 
1月28日（月） 

2月18日（月） 
～3月1日（土） 

1月7日（月）～ 
1月28日（月） 

1月7日（月）～ 
1月20日（日） 

1月7日（月）～ 
2月4日（月） 

2月18日（月）～ 
3月10日（月） 

12月2日（日） 
12月1日（土） 
12月7日（金） 

12月7日（金） 

12月1日（土） 

12月1日（土） 

3月18日（火） 

3月18日（火） 

窓口受付日 ネット出願 
合格発表日 

一般入試 

推薦入試 一般推薦 ※体育学部を除く 

前期日程 

後期日程 

試験区分 試験日 

11月23日 
2月1日 

2月2日～4日 
2月8・9日 

3月7日 

全国１９都市に地方試験会場を設けます 
地方試験会場 

札
　
幌 

仙
　
台 

東
　
京 

新
　
潟 

富
　
山 

金
　
沢 

松
　
本 

静
　
岡 

浜
　
松 

豊
　
橋 

岐
　
阜 

津 

大
　
阪 

岡
　
山 

広
　
島 

松
　
山 

福
　
岡 

那
　
覇 

福
　
井 

※上記試験区分以外では、地方試験はありません。 

※特Ⅰは一芸一能推薦、特Ⅲは専門高校特別推薦。特Ⅱ（指定校推薦）については記載しておりませんので入試要項を参照してください。 

2月17日（日） 

2月16日（土） 

※但し、 
　情報理工学部は 

2月17日（日） 

2月16日（土） 

※但し、 
　情報理工学部は 
 

受
験
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

入
試
情
報
に
は 

昨
年
の
問
題
も 

モ
バ
イ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス 

 

携
帯 

で
資
料
請
求
も 

教
育
・
研
究
の
内
容
、
映
像
で 

新
　

　
設

国
際
教
養
学
部
、機
械 

情
報
工
学
科
の
詳
細
も 
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先
般
、
中
京
大
学
の
二
〇
〇
六
年
度
決
算
が
確
定
し
ま
し

た
。
各
計
算
書
に
つ
い
て
は
図
表
１
及
び
図
表
２
の
と
お
り
で

す
が
、
消
費
収
支
計
算
書
の
決
算
数
字
を
中
心
と
し
て
そ
の
概

要
を
説
明
し
ま
す
。 

　
各
科
目
に
つ
い
て
は
消
費
収

支
計
算
書
の
中
で
概
要
を
説
明

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は

資
金
収
支
計
算
書
の
特
有
な
科

目
の
う
ち
主
な
も
の
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。 

　
１
、
前
受
金
収
入 

　
二
〇
〇
七
年
度
入
学
生
の
学

生
生
徒
等
納
付
金
は
、
春
学
期

分
が
二
〇
〇
七
年
三
月
末
日
ま

で
に
納
入
さ
れ
る
た
め
、
二
〇

〇
六
年
度
の
収
入
と
し
ま
す
。

前
年
度
に
比
べ
一
億
円
減
少
し

ま
し
た
。 

　
２
、
資
金
収
入
調
整
勘
定 

　
期
末
未
収
入
金
と
前
期
末
前

受
金
は
、
現
金
収
受
が
前
年
度

ま
た
は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、

二
〇
〇
六
年
度
に
は
資
金
の
流

れ
が
伴
わ
な
い
の
で
控
除
さ
れ

ま
す
。 

　
３
、
施
設
関
係
支
出 

　
建
物
・
構
築
物
に
対
す
る
支

出
で
、
二
〇
〇
六
年
度
は
名
古

屋
学
舎
グ
ラ
ン
ド
改
修
工
事
、

豊
田
学
舎
一
号
館
改
修
及
び
陸

上
競
技
場
改
修
工
事
等
を
行
い

ま
し
た
。 

　
４
、
設
備
関
係
支
出 

　
機
器
備
品
・
図
書
等
の
取
得

の
た
め
の
支
出
で
す
。
教
育
研

究
用
機
器
備
品
取
得
の
う
ち
主

な
も
の
は
、
情
報
関
係
機
器
、

体
育
関
係
機
器
備
品
、
Ａ
Ｖ
関

係
機
器
等
で
す
。
ま
た
、
図
書 

〈
15
面
８
段
目
へ
続
く
〉 

　
１
、
学
生
生
徒
等
納
付
金 

　
一
四
四
億
六
千
三
百
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
て
一
億
五
千
三

百
万
円
、
一
・
一
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
属
収

入
に
対
す
る
構
成
比
率
は
八
七
・

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
構
成
割
合
は
収
入
の
各
科
目

間
の
相
対
的
な
も
の
で
も
あ
り
、

他
の
収
入
科
目
の
増
減
に
よ
っ

て
も
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

構
成
比
率
は
高
い
水
準
が
続
い

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
二
〇
〇
六
年
五
月
一

日
現
在
の
学
生
総
数
は
一
三
、

四
七
〇
人
で
し
た
。 

　
２
、
手
数
料 

　
こ
の
う
ち
九
八
・
三
％
が
入

学
検
定
料
で
す
。
検
定
料
収

入
は
六
億
九
千
四
百
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
て
五
千
五
百

万
円
、
七
・
三
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
属

収
入
に
対
す
る
構
成
比
率
は

四
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
３
、
寄
付
金 

　
八
千
六
百
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
八
千
二
百
万
円
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
帰
属
収

入
に
対
す
る
構
成
比
率
は
〇
・

五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別

寄
付
金
が
五
百
万
円
、
現
物
寄

付
金
が
八
千
百
万
円
で
し
た
。 

　
４
、
補
助
金 

　
七
億
三
千
三
百
万
円
、
帰
属

収
入
に
占
め
る
割
合
は
四
・
五

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
経
常
費
補
助
金
は
七
億
二
千

万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
二
億

六
百
万
円
、
三
九
・
九
％
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
六

年
度
は
一
般
補
助
に
お
い
て
配

分
基
準
の
見
直
し
が
あ
り
、
そ

の
影
響
等
に
よ
り
増
額
と
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
経
常
費
補
助
金
は
「
私

立
学
校
振
興
助
成
法
」
で
経
常

的
経
費
の
二
分
の
一
以
内
を
助

成
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
学
で
は
そ
の
割
合
が
六
・
一

％
で
あ
り
、
一
九
九
一
年
度
以

降
一
〇
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
５
、
資
産
運
用
収
入 

　
一
億
八
千
二
百
万
円
で
、
対

前
年
度
三
千
二
百
万
円
、
二
一
・

六
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

帰
属
収
入
に
対
す
る
割
合
は
一
・

一
％
で
す
。
う
ち
、
受
取
利
息

収
入
は
七
一
・
四
％
を
占
め
て

い
ま
す
。 

　
６
、
事
業
収
入 

　
受
託
事
業
お
よ
び
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
受
講
料
の
収
入
で
す
。

こ
の
収
入
は
二
億
六
千
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
て
四
百
万
円
、

一
・
四
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。 

　
７
、
帰
属
収
入 

　
収
入
の
合
計
は
一
六
四
億
六

千
八
百
万
円
で
あ
り
、
対
前
年

度
二
億
四
千
五
百
万
円
、
一
・

五
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

　
８
、
人
件
費 

　
七
七
億
九
千
四
百
万
円
で
、

対
前
年
度
比
〇
・
二
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
帰
属
収
入
に

対
す
る
人
件
費
比
率
は
四
七
・

三
％
、
消
費
支
出
に
対
し
て
は

五
四
・
八
％
の
比
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
二
〇
〇
六
年
五
月
一

日
現
在
の
専
任
教
員
は
三
三
〇

人
、
専
任
職
員
は
一
六
九
人
で

し
た
。 

　
９
、
教
育
研
究
経
費 

　
四
八
億
七
千
九
百
万
円
、
対

前
年
度
比
三
・
一
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
費
支

出
に
お
け
る
構
成
比
率
は
三
四
・

三
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
度

を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
そ
の

指
数
は
一
一
三
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
減
価
償
却
費
は
一

五
億
四
千
八
百
万
円
、
教
育
研

究
経
費
に
占
め
る
割
合
は
三
一
・

七
％
で
し
た
。 

　
１０
、
管
理
経
費 

　
十
四
億
二
千
五
百
万
円
、
対

前
年
度
比
一
〇
・
二
％
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
消
費
支

出
に
お
け
る
構
成
比
率
は
一
〇
・

〇
％
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
度

を
一
〇
〇
と
す
る
と
二
〇
〇
六

年
度
は
一
二
六
と
な
り
ま
す
。 

　
１１
、
借
入
金
等
利
息 

　
一
千
百
万
円
、
前
年
度
に
比

べ
て
六
百
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
借
入
金
残

高
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。 

　
１２
、
消
費
収
入
・
消
費
支
出 

　
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組
入

額
八
億
円
を
控
除
し
た
消
費
収

入
は
一
五
六
億
六
千
八
百
万
円
、

対
前
年
度
比
一
・
二
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
消
費

支
出
は
一
四
二
億
三
千
四
百
万

円
、
対
前
年
度
比
〇
・
二
％
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。
消
費
収

入
か
ら
消
費
支
出
を
差
し
引
い

た
消
費
収
支
差
額
は
一
四
億
三

千
四
百
万
円
の
収
入
超
過
と
な

り
ま
し
た
。 

消費収入の部 消費支出の部 

収入の部 支出の部 

（単位：千円） 　　　２００６年度 中京大学消費収支計算書 図表1

（単位：千円） 　　　２００６年度 中京大学資金収支計算書 図表２ 

科　　目 
学生生徒等納付金 
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
帰 属 収 入 合 計  
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 

予　算　額 

14,433,478
713,210

3,200
721,382
181,378
259,042
32,630

16,344,320 
△800,010
15,544,310

決　算　額 

14,463,351
706,239
86,244

733,250
182,181
260,187
36,979

16,468,431
△800,030
15,668,401

科　　目 
人 件 費  
教 育 研 究 経 費  
管 理 経 費  
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  
 
予 備 費  

消費支出の部合計 

当年度消費収入超過額 

予　算　額 

7,839,825
5,140,934
1,515,495

10,740
124,737

45,909

14,677,640

866,670

決　算　額 

7,793,997
4,879,124
1,425,468

10,740
124,735

 
14,234,064

1,434,337

予　算　額 

14,433,478
713,210

3,200
721,382
181,378

540
259,042
32,630

2,462,554
32,261

△2,646,539
14,808,433
31,001,569

決　算　額 

14,463,351
706,239

4,600
733,251
182,180

540
260,187
36,979

2,544,379
45,932

△2,661,114
14,808,433
31,124,957

科　　目 
学生生徒等納付金収入 
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
資 産 売 却 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
収 入 の 部 合 計  

予　算　額 

7,820,789
3,592,509
1,308,285

10,740
175,000
341,000
672,806

1,582,431
1,098,187

46,690
△584,104
14,937,236
31,001,569

決　算　額 

7,777,735
3,325,676
1,218,259

10,740
175,000
340,321
620,958

1,582,430
1,024,288

 
△599,515
15,649,065
31,124,957

科　　目 
人 件 費 支 出  
教育研究経費支出 
管 理 経 費 支 出  
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  
予 備 費  
資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支 出 の 部 合 計  

帰属収入 

消費支出 

学生生徒等納付金 
87.8% 補助金 

4.5%

その他 
0.9%

その他 
7.7%

教育研究経費 
34.3%

管理経費10.0%

人件費 
54.8%

構成比率（中京大学） 図表３ 
１６
面
に
決
算
の
用
語
説
明
と 

関
連
図
表
を
掲
載 

Ⅰ 

消
費
収
支
計
算
書
（
図
表
１
） 

Ⅱ 

資
金
収
支
計
算
書
（
図
表
２
） 

中
京
大
学
の
決
算 
２
０
０
６ 

年
　
　
度 
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学
園
の
決
算
も
同
様
に
確
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

説
明
し
ま
す
。 

の
二
〇
〇
六
年
度
末
現
在
の
蔵

書
数
は
約
一
二
六
万
四
千
冊
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
５
、
資
金
支
出
調
整
勘
定 

　
期
末
未
払
金
と
前
期
末
前
払

金
は
現
金
支
払
が
前
年
度
ま
た

は
翌
年
度
以
降
行
わ
れ
、
二
〇

〇
六
年
度
に
資
金
の
流
れ
を
伴

わ
な
い
の
で
控
除
さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
新
部
門
の
経
費
は
大

学
に
計
上
し
て
い
ま
す
。 

（
財
務
部
長
　
鬼
頭
俊
二
） 

　
二
〇
〇
六
年
度
の
消
費
収
支

計
算
書
は
図
表
４
の
と
お
り
で

す
。 

　
収
入
の
部
で
は
、
帰
属
収
入

が
二
〇
五
億
七
千
三
百
万
円
で
、

予
算
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
う
ち
学
生
生
徒
等
納
付

金
は
一
七
〇
億
六
千
五
百
万
円
、

収
入
の
八
二
・
九
％
の
構
成
比

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

六
年
五
月
一
日
現
在
の
学
生
・

生
徒
・
園
児
数
は
一
八
、
一
〇

四
人
で
し
た
。
ま
た
、
補
助
金

は
一
九
億
一
千
三
百
万
円
で
、

収
入
に
占
め
る
割
合
は
九
・
三

％
で
す
。 

　
次
に
、
基
本
金
に
組
み
入
れ

た
額
は
、
有
形
固
定
資
産
等
の

増
加
に
伴
う
第
一
号
基
本
金
な

ど
一
〇
億
三
千
万
円
で
し
た
。 

　
ま
た
、
帰
属
収
入
か
ら
基
本

金
組
入
額
を
差
し
引
い
た
消
費

収
入
は
一
九
五
億
四
千
三
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
増
加
し

ま
し
た
。 

　
一
方
、
消
費
支
出
の
部
で
す

が
、
総
額
一
八
八
億
五
千
七
百

万
円
で
、
予
算
内
で
の
執
行
と

な
り
ま
し
た
。
消
費
支
出
の
う

ち
、
人
件
費
は
一
〇
八
億
三
千

五
百
万
円
、
支
出
で
の
構
成
比

率
は
五
七
・
五
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
研
究
経
費

は
六
〇
億
五
百
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
減
少
し
ま
し
た
。
支

出
に
占
め
る
割
合
は
三
一・

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
消
費
収
入
か
ら
消
費
支
出
を

差
し
引
い
た
結
果
は
六
億
八
千

六
百
万
円
の
収
入
超
過
と
な
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
消
費
収
支
計
算
書
の
収

入
、
支
出
の
構
成
比
率
は
図
表

７
、
図
表
８
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
関
係
比
率
の
推
移
は
図

表
９（
16
面
）の
と
お
り
で
す
。 

　
次
に
、
資
金
収
支
計
算
書（
図

表
５
）
の
科
目
で
す
が
、
施
設

整
備
へ
の
支
出
は
五
億
三
千
五

百
万
円
、
機
器
備
品
・
図
書
な

ど
へ
の
支
出
は
六
億
七
千
七
百

万
円
で
し
た
。
借
入
金
に
つ
い

て
は
愛
知
県
授
業
料
軽
減
分
で

一
億
五
百
万
円
増
加
し
ま
し
た

が
、
四
億
一
千
万
円
の
返
済
も

行
い
ま
し
た
。 

　
貸
借
対
照
表
の
概
要
は
図
表

６
の
と
お
り
で
す
。
資
産
総
額

は
二
〇
〇
六
年
度
末
で
八
六
七

億
六
千
万
円
、
前
年
度
に
比
べ

一
・
三
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
負
債
の
総
額
は
九
八
億

八
千
万
円
で
す
。
主
な
貸
借
対

照
表
の
関
係
比
率
は
図
表
１０  

（
16
面
）の
と
お
り
で
す
が
、
い

ず
れ
も
安
定
し
た
財
務
構
造
で

推
移
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。 

　
な
お
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
補
助
金
の
金
額
及
び

そ
の
推
移
は
図
表
１１（
16
面
）の

と
お
り
で
す
。 

　
中
京
大
学
及
び
梅
村
学
園
の

消
費
収
支
計
算
書
及
び
資
金
収

支
計
算
書
の
予
算
額
に
つ
い
て

は
予
備
費
振
替
後
の
も
の
で
す
。 

消費収入の部 消費支出の部 

収入の部 

資産の部 負債の部 

基本金の部 

消費収支差額の部 

支出の部 

（単位：千円） 　　　２００６年度 梅村学園消費収支計算書 図表４ 

（単位：千円） 　　　２００６年度 梅村学園資金収支計算書 図表５ 

（単位：千円） 梅村学園貸借対照表（２００７年３月３１日） 図表６ 

科　　目 
学生生徒等納付金 
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
帰 属 収 入 合 計  
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 

予　算　額 

17,030,449
809,335
76,867

1,898,803
214,248
272,291
139,212

20,441,205
△1,040,091

19,401,114

決　算　額 

17,065,349
802,066
162,034

1,913,415
215,888
273,766
140,781

20,573,299
△1,029,937

19,543,362

科　　目 
人 件 費  
教 育 研 究 経 費  
管 理 経 費  
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  
 
予 備 費

 
消費支出の部合計 

当年度消費収入超過額 

予　算　額 

10,883,334
6,279,164
1,937,783

33,248
168,995

57,978

19,360,502

40,612

決　算　額 

10,835,339
6,005,212
1,814,394

33,150
168,991

 
18,857,086

686,276

予　算　額 

17,030,449
809,335
74,840

1,898,803
214,248

540
272,291
194,205
104,952

3,043,749
933,097

△3,902,484
16,815,448
37,489,473

決　算　額 

17,065,349
802,066
77,787

1,913,415
215,888

5,940
273,766
220,051
104,914

3,099,176
924,540

△3,953,358
16,815,448
37,564,982

科　　目 
学生生徒等納付金収入 
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
資 産 売 却 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
借 入 金 等 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資金収入調整勘定 
前年度繰越支払資金 
収 入 の 部 合 計  

予　算　額 

10,876,965
4,326,562
1,682,581

33,248
414,106
536,575
734,611

1,582,431
1,092,703

42,492

△713,916
16,881,115
37,489,473

決　算　額 

10,828,970
4,051,863
1,559,220

33,150
409,931
535,169
676,747

1,582,430
1,035,440

 

△737,197
17,589,259
37,564,982

科　　目 
人 件 費 支 出  
教育研究経費支出 
管 理 経 費 支 出  
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  

予 備 費  
 
資金支出調整勘定 
次年度繰越支払資金 
支 出 の 部 合 計  

科　　目 

固 定 資 産  

有 形 固 定 資 産  

土 地  

建 物  

構 築 物  

教育研究用機器備品 

その他の機器備品  

図 書  

車 両  

建 設 仮 勘 定  

そ の 他 の 固 定 資 産  

電 話 加 入 権  

有 価 証 券  

長 期 貸 付 金  

退職給与引当特定資産 

減価償却引当特定資産 

建設引当特定資産  

奨学資金特定資産  

将来計画準備引当特定資産 

第3号基本金引当資産 

そ の 他 固 定 資 産  

流 動 資 産  

現 金 預 金  

未 収 入 金  

仮 払 金  

前 払 金  

資 産 の 部 合 計  

金　額 

68,365,026
47,050,479
1,316,912

31,138,706
3,778,556
2,239,520

147,305
8,384,583

19,897
25,000

21,314,547
5,574

38,100
101,853

3,650,733
8,701,425

800,000
2,550,000
3,064,800

66,753
2,335,309

18,395,041
17,589,260

729,993
57,441
18,347

86,760,067

科　　目 

固 定 負 債  

長 期 借 入 金  

退 職 給 与 引 当 金  

流 動 負 債  

短 期 借 入 金  

未 払 金  

前 受 金  

預 り 金  

負 債 の 部 合 計  

 

科　　目 

第 1 号 基 本 金  

第 2 号 基 本 金  

第 3 号 基 本 金  

第 4 号 基 本 金  

基 本 金 の 部 合 計  

 

科　　目 

翌年度繰越消費収入超過額 

消費収支差額の部合計 

科　　目 

負債の部、基本金の部及び　
消 費 収 支 差 額 の 部 合 計  

金　額 

5,118,948
1,922,886
3,196,062
4,761,173

420,410
710,713

3,099,176
530,874

9,880,121

金　額

65,084,639
800,000
66,753

1,348,000
67,299,392

金　額

9,580,554
9,580,554
金　額

86,760,067

帰
属
収
入
の
構
成
比
率 

図
表
７ 

消
費
支
出
の
構
成
比
率 

図
表
８ 

学生生徒等納付金 
82.9%

補助金9.3%

その他7.8%
その他1.1%

教育研究経費 
31.8%

管理経費9.6%

人件費 
57.5%

１６面に決算の用語説明と 

関連図表を掲載 

梅
村
学
園
の
決
算 
２
０
０
６ 
年
　
　
度 

（注）長期性預金はその他固定資産に含む。 
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「
資
金
収
支
計
算
書
」 

　
資
金
収
支
計
算
書
は
、
当
該

会
計
年
度
の
教
育
研
究
活
動
及

び
そ
の
活
動
に
付
随
す
る
す
べ

て
の
収
入
・
支
出
の
内
容
、並
び

に
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
支

払
資
金
の
収
入
・
支
出
の
て
ん

末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。 

「
消
費
収
支
計
算
書
」 

　
消
費
収
支
計
算
書
は
、
消
費

収
入
と
消
費
支
出
の
内
容
を
示

す
と
と
も
に
学
校
法
人
の
財
政

の
永
続
的
な
維
持
を
図
る
た
め
、

消
費
収
支
の
均
衡
の
有
無
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。 

「
基
本
金
」 

　
基
本
金
と
は
、
学
校
法
人
が

教
育
・
研
究
等
諸
活
動
の
計
画

に
基
づ
き
必
要
な
資
産
を
継
続

的
に
保
持
す
る
た
め
に
維
持
す

べ
き
も
の
と
し
て
、
帰
属
収
入

の
中
か
ら
組
み
入
れ
た
金
額
を

い
い
ま
す
。 

　
基
本
金
に
は
第
一
号
基
本
金

か
ら
第
四
号
基
本
金
ま
で
四
種

類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
第
一
号
基
本
金
　
設
立
当
初

に
取
得
し
た
教
育
研
究
用
の
固

定
資
産
の
価
額
及
び
そ
の
後
の

教
育
研
究
の
充
実
向
上
の
た
め

に
取
得
し
た
固
定
資
産
の
価
額 

　
第
二
号
基
本
金
　
将
来
取
得

す
る
固
定
資
産
に
充
当
す
る
金

銭
そ
の
他
の
資
産
の
額 

　
第
三
号
基
本
金
　
奨
学
基
金
、

研
究
基
金
等
の
基
金
と
し
て
継

続
的
に
保
持
し
、
運
用
す
る
金

銭
そ
の
他
の
資
産
の
額 

　
第
四
号
基
本
金
　
恒
常
的
に

保
持
す
べ
き
資
金
の
額 

　
大
学
院
文
学
研
究
科
心
理
学

専
攻
（
現
心
理
学
研
究
科
）
修

了
生
の
安
藤
美
華
代
さ
ん
（
九

一
年
修
士
課
程
修
了
）
と
高
瀬

由
嗣
さ
ん
（
九
八
年
博
士
課
程

満
期
退
学
）
が
こ
の
四
月
、
そ

れ
ぞ
れ
岡
山
大
、
明
治
大
の
准

教
授
に
就
任
し
た
。 

　
安
藤
さ
ん
は
、
岡
山
大
大
学

院
教
育
学
研
究
科
で
臨
床
心
理

士
を
目
指
す
学
生
を
指
導
。
心

理
教
育
相
談
室
の
室
長
も
務
め

て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
優

れ
、
自
分
と
他
人
の
両
方
を
大

切
に
す
る
心
の
専
門
家
の
育
成

を
目
標
に
し
て
い
る
。 

　
高
瀬
さ
ん
は
、
明
治
大
文
学

部
心
理
社
会
学
科
で
心
理
療
法

や
心
理
査
定
法
な
ど
の
科
目
を

担
当
。
科
学
研
究
費
補
助
金
を

受
け
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用

し
た
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス

ト
の
標
準
化
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。 

　
本
学
の
心
理
学
研
究
科
・
心

理
学
部
に
つ
い
て
、
文
学
部
心

理
学
科
（
現
心
理
学
部
）
の
卒

業
生
で
も
あ
る
安
藤
さ
ん
は「
臨

床
心
理
査
定
の
教
育
は
日
本
を

リ
ー
ド
す
る
ほ
ど
充
実
し
て
い

る
」
、
ま
た
高
瀬
さ
ん
（
早
稲

田
大
卒
）
は
「
各
領
域
に
一
線

級
の
研
究
者
、
実
践
家
が
揃
っ

て
い
る
」
と
話
し
、
在
学
時
に

身
に
つ
け
た
セ
ン
ス
や
技
術
が

今
、
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
。 

　
二
人
は
、
後
輩
た
ち
に
「
何

事
も
興
味
を
抱
い
た
ら
得
意
に

な
る
ま
で
継
続
し
て
学
ぶ
こ
と

が
大
切
。
素
晴
ら
し
い
学
習
環

境
を
生
か
し
、
自
己
研
鑽
を
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
る
。 

「
山
に
登
り
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
考
え
る
。
座
禅
と

同
じ
だ
。
宇

宙
の
中
の
一

分
子
に
帰
っ

て
い
く
感
覚

に
な
れ
る
。

ま
た
、
道
中
、

す
ば
ら
し
い
花
畑
が
あ
っ
た
り

す
る
と
、
こ
こ
は
神
様
が
遊
ん

で
い
る
庭
だ
な
、
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
る
。
日
本
の
山
に
は
、

た
い
て
い
神
仏
が
宿
っ
て
い
る
。

ど
ん
な
小
さ
な
裏
山
も
、祈
り

の
場
所
だ
っ
た
」 

「
本
来
の
日
本
の
山
登
り
と
は
、

頂
上
の
征
服
が
目
的
で
は
な
い
。

自
我
を
消
し
て
神
仏
と
出
会
う

の
が
目
的
だ
。
だ
か
ら
、
精
進

潔
斎
は
当
た
り
前
。
登
る
こ
と

は
修
行
な
の
だ
。
そ
う
い
う
日

本
本
来
の
登
山
の
意
味
を
問
い

直
し
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
」 

「
百
霊
峰
巡
礼
を
始
め
る
に
あ

た
り
、
一
番
目
に
は
日
光
の
男

体
山
を
選
ん
だ
。
私
の
故
郷
の

山
、
観
音
浄
土
の
山
だ
。 

　
実
は
、
男
体
山
で
は
、
私
の

体
調
が
悪
か
っ
た
せ
い
で
行
程

が
遅
れ
、
帰
り
道
は
足
元
も
見

え
な
い
ほ
ど
暗
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
な
ん
と
、
誰
も
懐
中
電

灯
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」 

「
救
い
が
欲
し
い
と
思
っ
た
と

き
、
光
が
見
え
た
。
懐
中
電
灯

を
持
っ
た
老
女
が
、
疲
れ
き
っ

て
し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
た
の
だ
。 

　
彼
女
の
懐
中
電
灯
で
進
む
先

を
照
ら
し
、
皆
で
山
を
下
り
た
。

彼
女
か
ら
何
度
も
丁
寧
に
お
礼

を
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
実
は
救

わ
れ
た
の
は
私
た
ち
だ
っ
た
」 

「
故
郷
の
山
の
神
様
は
、
懐
中

電
灯
を
持
た
ず
に
登
っ
た
私
の

不
用
意
さ
を
戒
め
、

か
つ
体
の
変
調
を

警
告
し
て
く
れ
た

の
だ
。
そ
し
て
、〝

人
の
救
い
〞
に
つ

い
て
教
え
て
く
れ
た
」 

「
明
治
初
期
の
神

仏
分
離
令
に
よ
り
、

神
仏
一
体
と
い
う
日
本
の
宗
教

の
形
は
壊
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

バ
ブ
ル
期
に
は
車
道
が
山
頂
ま

で
来
て
、
山
の
神
様
の
居

場
所
は
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
う
し
て
、
山
に

因
ん
だ
日
本
精
神
は
揺
ら

い
で
き
た
」 

「
無
理
に
山
頂
に
立
た
な

く
て
い
い
。
ふ
も
と
の
神

社
や
お
寺
に
お
参
り
し
て
、

付
近
の
温
泉
に
入
る
。
そ

ん
な
登
山
で
も
い
い
と
思

う
。
そ
う
や
っ
て
祖
先
が

築
い
て
き
た
精
神
文
化
を

た
ど
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、

私
の
百
霊
峰
巡
礼
な
ん
だ

と
思
う
」 

（
４
月
18
日
・
名
古
屋
キ

ャ
ン
パ
ス
４
３
１
教
室
） 

（単位：％） 梅村学園 消費収支計算書関係比率 図表９ 

（単位：％） 梅村学園 貸借対照表関係比率 図表１０ 

（単位：百万円） 梅村学園 補助金の推移 図表１１ 

比　　　率 

学生生徒等納付金比率 

補 助 金 比 率  

人 件 費 比 率  

教育研究経費比率 

消 費 収 支 比 率  

算     式 

納付金/帰属収入 

補助金/帰属収入 

人件費/帰属収入 

教育研究経費/帰属収入 

消費支出/消費収入 

２００６年度 

82.9

9.3

52.7

29.2

96.5

２００３年度 

78.8

7.7

48.8

23.8

97.9

２００４年度 

84.7

8.1

53.3

29.1

98.6

２００５年度 

82.6

8.5

54.9

29.5

98.3

２００６年度 

88.9

83.4

386.4

11.4

88.6

２００３年度 

89.1

84.1

328.0

11.8

88.2

２００４年度 

89.1

84.1

338.5

11.5

88.5

２００５年度 

２００６年度 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 

90.4

84.4

343.8

12.3

87.7

870

1,043

1,913

538

1,142

1,680

509

1,103

1,612

676

1,059

1,735

比　　　率 

固 定 比 率  

固 定 長 期 適 合 率  

流 動 比 率  

総 負 債 比 率  

自己資金構成比率 

  

国 庫 補 助 金  

地方公共団体補助金 

計 

算     式 

固定資産/自己資金 

固定資産/自己資金+固定負債 

流動資産/流動負債 

総負債/総資産 

自己資金/総資産 

（注） 　高い値が良い　　低い値が良い　といわれています 

評価 

評価 

決算の 
用語説明 

公
開
講
座
の
開
催
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。 

講
座
講
座 

講
座 

公
開
公
開 

公
開 

作　　家 

立松  和平さ　 　ん  

百霊峰巡礼をして 

文化・芸術・教育シリーズ ● 41

自
我
消
し
神
仏
と
会
う 

日
本
本
来
の
山
登
り
を 

安藤さん 

高瀬さん 

本
学
大
学
院
で
心
理
学
を
専
攻 

安
藤
美
華
代
さ
ん 

―
― 

岡
山
大
学 

（
91
年
修
士
修
了
） 

高
瀬
　
由
嗣
さ
ん 
―
― 

明
治
大
学 

（
98
年
博
士
満
期
退
学
） 

２
人
が
准
教
授
に
就
任 
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同
窓
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支

部
の
設
立
準
備
が
進
ん
で
い
る
。 

　
シ
ド
ニ
ー
在
住
の
平
原
照
仁

さ
ん
（
外
資
系
総
合
物
流
会
社

勤
務
）
、
井
上
義
朗
さ
ん
（
レ

ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
経
営
）
、

河
田
美
加
さ
ん
（
デ
ザ
イ
ン
会

社
勤
務
）
ら
が
設
立
準
備
委
員

を
務
め
、
同
窓
生
へ
の
呼
び
か

け
に
奔
走
し
て
い
る
。 

　
〇
六
年
十
一
月
に
は
、
シ
ド

ニ
ー
大
学
で
二
年
間
の
在
外
研

究
の
経
験
を
持
つ
梅
村
清
英
理

事
長
代
理
（
経
済
学
部
長
）
が

渡
豪
し
て
平
原
さ
ん
や
井
上
さ

ん
と
会
合
。
早
期
の
支
部
設
立

を
確
認
し
た
。 

　
準
備
委
員
ら
は
名
簿
作
り
の

一
環
と
し
て
、
シ
ド
ニ
ー
の
日

系
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
呼
び
か
け
や
、

シ
ド
ニ
ー
日
本
人
会
の
機
関
紙

上
で
の
呼
び
か
け
な
ど
と
と
も

に
、
同
窓
会
本
部
と
連
絡
を
密

に
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住

卒
業
生
リ
ス
ト
の
作
成
を
進
め

て
い
る
。 

　
平
原
さ
ん
は
「
中
京
大
学
の

枠
に
限
定
し
な
い
で
、
梅
村
学

園
全
体
の
同
窓
会
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
は
日
本
の
二
十
一
倍
も
の
面

積
を
持
つ
国
な
の
で
、
名
簿
作

り
も
大
変
だ
が
、
あ
る
程
度
の

人
数
が
集
ま
っ
た
ら
非
公
式
の

会
合
を
持
ち
、
正
式
な
同
窓
会

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。 

　
同
窓
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支

部
関
連
の
問
い
合
わ
せ
等
は
、

校
友
会
本
部
（
　
０
５
２
―
８

３
５
―
７
１
４
０
）
、
ま
た
は

平
原
さ
ん
（
Ｅ
メ
ー
ル

teruhito.hirahara@
 

schenker.com

）
へ
。 

　
中
京
大
学
同
窓
会
に
ア
メ
リ

カ
支
部
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
九
月
二
日
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
ト
ー
ラ
ン
ス
市
で
設

立
総
会
が
開
か
れ
る
。 

　
顧
問
に
就
任
予
定
の
境
賛
三

国
際
英
語
学
研
究
科
長
に
よ
る

と
、
〇
二
年
度
発
足
の
国
際
英

語
学
部
国
際
英
語
学
科
が
文
学

部
英
文
学
科
だ
っ
た
〇
一
年
度

か
ら
ト
ー
ラ
ン
ス
市
で
実
施
し

て
い
る
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
参
加
者
や
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
留
学
生
、

現
地
で
活
躍
中
の
同
窓
生
ら
の

間
で
支
部
結
成
の
話
が
出
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。 

　
三
月
十
日
に
は
ト
ー
ラ
ン
ス

市
で
境
研
究
科
長
も
出
席
し
て

準
備
会
が
開
か
れ
、
役
員
や
規

約
案
が
討
議
さ
れ
た
。 

　
会
長
に
ト
ー
ラ
ン
ス
市
で
日

本
料
理
店
を
営
む
立
川
正
孝
さ

ん
（
六
七
年
商
卒
）
、
事
務
局

長
に
会
社
専
務
の
飯
田
隆
さ
ん

（
七
七
年
体
育
卒
）
が
予
定
さ

れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学

生
ら
が
お
世
話
に
な
る
な
ど
本

学
と
関
係
が
深
い
雲
田
康
夫
森

永
乳
業
Ｕ
Ｓ
Ａ
最
高
顧
問
、
川

口
輝
明
住
友
電
工
ア
メ
リ
カ
社

副
社
長
、
込
山
洋
一
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
社
社
長
、
同
窓
会
副
会
長

の
梅
村
清
英
理
事
長
代
理（
経

済
学
部
長
）
、
片
岡
武
司
校
友

会
本
部
長
が
顧
問
に
就
く
予
定
。 

　
規
約
に
は
研
究
会
の
開
催
や

支
援
、
機
関
紙
の
発
行
、
会
員

の
活
動
支
援
、
在
学
生
ら
へ
の

教
育
支
援
な
ど
を
盛
り
込
む
。 

　
ア
メ
リ
カ
支
部
の
問
い
合
わ

せ
は
、校
友
会
本
部（
　
０
５
２

―
８
３
５
―
７
１
４
０
）、ま
た
は

飯
田
さ
ん
（
Ｅ
メ
ー
ル 

acua-usa@
hotm
ail.com

　

７
１
４
―

７
１
７
―

６
２
０
９
）へ
。 

　
学
園
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支

部
結
成
に
携
わ
っ
て
い
る
一
人
、

井
上
義
朗
さ
ん
が
〇
六
年
十
一

月
、
本
学
を
訪
れ
、
梅
村
清
弘

総
長
や
梅
村
清
英
理
事
長
代
理

と
懇
談
し
た
。 

　
井
上
さ
ん
は
三
十
四
歳
の
時
、

勤
め
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ

ド
ニ
ー
進
出
の
支
店
長
と
し
て

渡
豪
。
三
年
後
に
店
を
買
い
取

り
、
こ
れ
ま
で
に
シ
ド
ニ
ー
に

四
店
な
ど
同
国
内
で
六
店
（
れ

ん
が
家
、
　
＝
こ
う
＝
家
な
ど
）

を
経
営
す
る
グ
ル
ー
プ
オ
ー
ナ

ー
と
し
て
活
躍
。
今
夏
に
は
ジ

ャ
カ
ル
タ
に
も
進
出
す
る
。 

　
井
上
さ
ん
は
「
早
く
支
部
を

開
設
し
た
い
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の

方
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー

シ
ア
に
も
出
た
い
」
と
張
り
切

っ
て
い
る
。 

　
同
窓
会
台
湾
支
部（
陳
文
昭

会
長
）
の
総
会
が
三
月
十
七
日
、

台
北
市
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。 

　
同
支
部
の
会
員
は
四
十
二
人
。

う
ち
二
十
七
人
と
、
陳
全
寿
・

前
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
（
元
体
育
学

部
教
授
）夫
人
が
所
用
欠
席
の

前
大
臣
に
代
わ
っ
て
来
賓
と
し

て
出
席
。
大
学
か
ら

は
梅
村
清
弘
総
長
、

寺
川
博
理
事
、
大
内

敬
哉
名
誉
教
授
、
金

澤
睦
名
誉
教
授
、
室

伏
重
信
体
育
学
部
教
授
、
片
岡

武
司
校
友
会
本
部
長
ら
八
人
が

出
席
し
た
。 

　
梅
村
総
長
は
十
一
学
部
、
十

二
研
究
科
の
総
合
私
立
大
学
に

発
展
し
た
母
校
の
現
状
を
説
明
。

台
湾
ス
ポ
ー
ツ
界
の
指
導
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
体
育
学
部

Ｏ
Ｂ
が
目
立
つ
同
窓
生
か
ら
は

「
台
湾
と
中
京
大
学
の
学
術
交

流
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
も
っ
と

盛
ん
に
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
、

要
望
が
多
く
出
た
。
　 

　
総
会
前
日
に
は
前
大
臣
の
尽

力
で
台
湾
陸
上
協
会
の
若
手
指

導
者
た
ち
と
の
交
流
会
が
も
た

れ
た
。 

オーストラリア支部設立について話し
合った平原照仁さん夫妻（左端とその
右）、河田美加さん（右から３人目）、ア
ームストロング・カツコさん（右から２人
目）、梅村清英理事長代理夫妻（右端
と左から３人目）ら 

境研究科長も出席して開
かれた同窓会アメリカ支部
設立準備会（トーランス市で） 

多くの会員が参加して開かれ
た同窓会台湾支部総会 
（台北市で） 

梅
村
総
長
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
支
部

設
立
の
構
想
を
話

す
井
上
さ
ん（
左
） 

同
窓
会
活
動 
海
外
で
広
が
る 

アメリカ オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

台　　湾 

相
互
親
睦
、在
学
生
の
支
援
へ 

支
部
設
立
へ
準
備
委
員
が
奔
走 

台
北
で
支
部
総
会 

Ｏ
Ｂ
ら
　
人
出
席 

準
備
委
の
井
上
義
朗
さ
ん 

梅
村
総
長
ら
と
懇
談 

┐
学
園
全
体
の
会
へ
└ 

卒
業
生
リ
ス
ト
作
り
着
　
　
々 　

月
に
支
部
設
立
総
会 

9

36

講
座 

公
開 
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こ
の
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
三
重
中
京
大
学（
　
０
５
９
８
―
２
９
―
１
１
２
２
）へ 

　
中
国
江
蘇
省
・
無
錫
（
む
し

ゃ
く
）
市
浜
湖
区
の
訪
日
団
が

四
月
二
十
日
、
三
重
中
京
大
学

を
訪
れ
、
佐
伯
富
樹
学
長
や
伊

藤
力
行
・
地
域
社
会
研
究
所
長

ら
と
歓
談
し
た
り
、
キ
ャ
ン
パ

ス
を
視
察
し
た
。 

　
一
行
は
、
宋
超
（
そ
う
・
ち

ょ
う
）
団
長
＝
浜
湖
区
外
経
局

副
局
長
＝
ら
五
人
。
松
阪
市
内

の
企
業
が
浜
湖
区
に
進
出
し
て

い
る
こ
と
が
縁
で
、
東
京
都
な

ど
で
の
経
済
視
察
を
終
え
た
後
、

松
阪
市
役
所
や
三
重
中
京
大
学

を
表
敬
訪
問
し
た
。 

　
宋
団
長
ら
は
、
幼
稚
園
か
ら

大
学
ま
で
を
配
し
た
新
緑
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
感
心
し
た
様
子
で
、

「
素
晴
ら
し
い
環
境
で
す
ね
。

無
錫
市
の
大
学
は
学
生
が
多
く
、

単
一
学
部
の
三
重
中
京
大
学
と

は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機

会
に
交
流
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
れ
た
ら
」
な
ど
と
話
し
て
い

た
。 

　
三
重
中
京
大
学
は
四
月
十
六

日
、
三
重
高
校
と
高
大
連
携
授

業
の
協
定
を
結
ん
だ
。
飯
南
高

校
、
伊
勢
ま
な
び
高
校
（
〇
四

年
か
ら
実
施
）の
県
立
高
校
二

校
に
続
い
て
三
校
目
。 

　
六
人
の
教
員
が
、
特
別
非
常

勤
講
師
と
し
て
三
年
生
Ａ
コ
ー

ス
の
授
業
「
社
会
科
学
入
門
」

（
毎
週
火
曜
日
三
、
四
時
限
）

を
、
一
年
間
リ
レ
ー
形
式
で
担

当
す
る
。 

　
三
重
中
京
大
学
と
高
大
連
携

授
業
を
実
施
し
て
い
る
三
重
県

立
飯
南
高
校
の
二
年
生
二
十
七

人
が
三
月
十
九
日
、
四
号
館
で

学
習
成
果
発
表
会
を
開
い
た
。 

　
飯
南
高
校
と
の
連
携
授
業
は

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

二
年
生
の
授
業
「
社
会
科
学
入

門
」（
年
間
七
十
時
間
）
に
現

代
法
経
済
学
部
の
教
員
五
人
が

出
向
き
、
政
治
学
や
法
律
学
、

経
済
学
、
心
理
学
、
経
営
学
の

五
分
野
に
つ
い
て
講
義
。
〇
五

年
度
か
ら
は
連
携
授
業
を
受
け

た
生
徒
が
三
重
中
京
大
学
に
進

学
し
た
場
合
、
「
社
会
科
学
入

門
」
の
二
単
位
を
卒
業
単
位
に

認
定
す
る
単
位
互
換
協
定
も
締

結
し
て
い
る
。 

　
生
徒
た
ち
は
、
政
治
や
少
子

化
、
裁
判
員
制
度
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
一
人
五
分
間
の
持
ち
時

間
内
で
、
授
業
の
取
り
組
み
方

や
各
自
の
結
論
、
解
決
策
を
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ビ
デ
オ
な
ど

を
使
っ
て
発
表
し
た
。
発
表
後

は
、
授
業
を
担
当
し
た
教
員
が

講
評
し
、
一
年
間
の
授
業
を
締

め
く
く
っ
た
。 

　
三
重
中
京
大
学
客
員
研
究
員

と
し
て
百
五
銀
行
か
ら
出
向
し

て
い
る
西
孝
さ
ん
（
52
）
が
、

四
月
か
ら
同
銀
行
の
寄
付
講
座

と
し
て
三
、
四
年
生
に
地
域
経

済
論
な
ど
を
教
え
て
い
る
。 

　
寄
付
講
座
は
、
民
間
企
業
な

ど
か
ら
寄
付
さ
れ
た
資
金
や
人

材
を
有
効
に
活
用
す
る
制
度
で
、

大
学
や
研
究
機
関
の
教
育
・
研

究
形
態
の
一
つ
。
本
学
と
同
銀

行
は
、
〇
五
年
三
月
に
地
域
の

活
性
化
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
相
互
協
力
協
定
を
締

結
し
て
い
る
が
、
寄
付
講
座
の

開
講
は
初
め
て
。 

　
西
さ
ん
は
同
銀
行
か
ら
百
五

経
済
研
究
所
に
出
向
し
、
十
七

年
間
に
わ
た
り
調
査
業
務
を
担

当
。
そ
の
間
、
松
阪
大
学
（
現

三
重
中
京
大
学
）
大
学
院
で
五

年
間
、
地
域
経
済
に
関
す
る
調

査
、
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
〇

五
年
四
月
か
ら
三
重
中
京
大
学

客
員
研
究
員
。 

　
西
さ
ん
が
担
当
す
る
講
座
は
、

前
期
が
現
代
法
経
学
部
現
代
法

経
学
科
三
年
生
と
政
策
学
部
地

域
経
営
学
科
四
年
生
の「
都
市

と
地
域
の
経
済
学
Ⅰ
（
地
域
経

済
論
）」（
４
単
位
）
。
後
期
が

地
域
経
営
学
科
四
年
生
の「
白

書
研
究
Ⅰ
（
経
済
財
政
白
書
）」

（
２
単
位
）
と
「
白
書
研
究
Ⅲ

（
中
小
企
業
白
書
）
」
（
２
単

位
）
。 

　
開
設
二
十
周
年
を
迎
え
た
三

重
中
京
大
学
地
域
社
会
研
究
所

（
地
社
研
）
が
、
叢
書
「
循
環

型
地
域
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
と
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
（
Ａ
５
判
、

二
百
二
十
㌻
、
税
別
三
千
五
百

円
）
＝
写
真
＝
を
発
刊
し
た
。 

　
地
社
研
は
、
松
阪
市
の
環
境

基
本
条
例
と
環
境
基
本
計
画
の

策
定
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
発
端

に
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
性

に
つ
い
て
「
循
環
型
地
域
社
会

の
設
計
と
社
会
資
本
の
整
備
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
調
査
、
研
究

し
て
い
る
。 

　
執
筆
者
は
、
地
社
研

所
員
で
編
著
者
の
寺
本

博
美
・
現
代
法
経
学
部

教
授
と
若
山
幸
則
さ
ん

（
客
員
研
究
員
＝
松
阪

市
役
所
職
員
）、
濱
口

高
志
さ
ん
（
大
学
院
政

策
科
学
研
究
科
博
士
課

程
）
、
大
谷
健
太
郎
さ

ん
（
同
）
、
鈴
木
章
文

さ
ん
（
三
重
県
職
員
）

の
地
社
研
研
究
員
四
人
。 

　
本
書
で
は
、
地
域
再
生
・
持

続
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
な
ど
と

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
政
策
（
資

源
の
有
効
活
用
）
に
つ
い
て
、

徳
島
県
上
勝
町
で
の
実
践
な
ど

を
検
証
し
、
経
済
と
環
境
の
好

循
環
を
目
指
し
た
二
十
一
世
紀

型
地
域
社
会
発
展
の
新
し
い
考

え
方
と
デ
ザ
イ
ン
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。 

　
三
重
中
京
大
学
大
学
院
政
策

科
学
研
究
科
が
今
年
、
設
立
十

周
年
を
迎
え
、
秋
に
は
講
演
会

な
ど
の
記

念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催

す
る
。 

　
大
学
院
は
九
七
年
、
地
域
社

会
に
役
立
つ
人
材
育
成
と
実
践

的
な
政
策
研
究
を
目
標
に
誕
生

し
、
九
九
年
に
は
博
士
課
程
も

設
置
し
た
。
地
域
社
会
に
開
か

れ
、
リ
カ
レ
ン
ト
・
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
（
大
学
教
育
と
社
会

教
育
の
循
環
）
の
一
環
と
し
て
、

学
部
か
ら
の
進
学
者
に
限
ら
ず
、

社
会
人
に
も
門
戸
を
開
け
て
開

講
。
こ
れ
ま
で
に
六
十
七
人
が

修
士
、
四
人
が
博
士
の
学
位
を

取
得
し
、
地
域
や
職
場
で
活
躍

し
て
い
る
。 

　
十
月
二
十
日
に
は
佐
々
木
毅
・

学
習
院
大
学
教
授（
元
東
京
大

学
総
長
）
を
招
い
て
記
念
講
演

会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
教
員
や

修
了
者
、
在
学
生
の
寄
稿
を
中

心
に
し
た
記
念
誌
や
研
究
書
を

刊
行
す
る
。 

佐
伯
富
樹
学
長（
左
）か
ら
説
明
を
聞
く

無
錫
市
浜
湖
区
の
訪
日
団
一
行 

五
分
の
持
ち
時

間
で
発
表
す
る

飯
南
高
校
生 

（
大
学
四
号
館
） 

高大連携授業  

学
習
成
果
の
発
表
会 

飯
南
高
校
の
２
年
生
２７
人 

２０
周
年
の
大
学
地
社
研 

地
域
発
展
へ
叢
書
発
　

　
刊 

大
学
院
は
設
　

　
立

１０
周
年 

三
重
高
校
と
も
協
定 

百
五
銀
行
が
寄
付
講
座 

客
員
研
究
員
の
地
域
経
済
論 

３
校
目 

１０
月
に
佐
々
木
毅
元
東

大
総
長
の
記
念
講
演
も 

中国・無錫市の 
訪日団が来学 
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フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
世

界
選
手
権（
三
月
・
東
京
）
で
、

安
藤
美
姫
選
手
（
体
育
１
＝
当

時
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
）
が
金
メ

ダ
ル
、
浅
田
真
央
選
手
（
中
京

大
中
京
高
１
＝
当
時
）
が
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
、
日
本
人
選
手

が
一
、
二
位
を
独
占
す
る
初
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。 

　
安
藤
選
手
は
得
点
合
計
１
９

５
・
09
点
の
自
己
最
高
を
記
録
。

世
界
選
手
権
三
度
目
の
挑
戦
で

日
本
人
四
人
目
の
世
界
女
王
と

な
っ
た
。
（
２０
面
に
安
藤
、
浅

田
両
選
手
の
関
連
記
事
、
写
真

を
掲
載
） 

◆ 

　
文
部
科
学
省
の
ス
ポ
ー
ツ
功

労
者
表
彰
式
が
四
月
二
十
六
日

行
わ
れ
、
安
藤
選
手
は
功
労
者
、

浅
田
選
手
は
国
際
競
技
大
会
優

秀
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。 

◆ 

　
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
が
そ
の
年
度
に
最

も
活
躍
し
た
選
手
に
贈
る
〇
六

年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
最

優
秀
賞
に
、
安
藤
選
手
が
選
ば

れ
た
。 

　
松
田
丈
志
選
手
（
体
育
学
研

究
科
修
士
１
）
が
、
水
泳
の
世

界
選
手
権
（
三
月
・
メ
ル
ボ
ル

ン
）
男
子
千
五
百
ｍ
自
由
形
予

選
で
、
自
己
の
持
つ
日
本
記
録

を
２
秒
69
縮
め
る
15
分
６
秒
28

で
力
泳
、
日
本
記
録
を
更
新
し

た
。
予
選
順
位
十
一
位
で
決
勝

進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

　
松
田
選
手
は
、四
月
に
行
わ

れ
た
競
泳
の
日
本
選
手
権（
千

葉
県
国
際
総
合
水
泳
場
）八
百

ｍ
自
由
形
で
も
、
自
身
が
持
つ

日
本
記
録
を
更
新
し
、
７
分
50

秒
93
で
六
連
覇
を
果
た
し
た
。

四
百
ｍ
自
由
形
は
３
分
48
秒
68

で
四
連
覇
。 

　
陸
上
女
子
円
盤
投
げ
の
室
伏

由
佳
選
手（
体
育
学
研
究
科
研

究
生
・
ミ
ズ
ノ
）が
、
第
五
十

一
回
中
部
実
業
団
対
抗
大
会（
五

月
・
長
良
川
競
技
場
）
で
、
自

身
の
持
つ
記
録
を
62
㎝
更
新
す

る
58
ｍ
62
の
日
本
記
録
を
樹
立

し
た
。 

　
室
伏
選
手
は
、
四
月
に
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
・
梅
村
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
た
梅
村
学
園
記
録

会
で
、
自
身
の
持
つ
日
本
記
録

を
八
年
ぶ
り
に
塗
り
替
え
た
ば

か
り
だ
っ
た
。 

　
中
京
大
学
は
〇
七
年
度
新
た

に
、
体
育
会
加
盟
六
ク
ラ
ブ
の

水
泳
、
ス
ケ
ー
ト
（
フ
ィ
ギ
ュ

ア
）
、
硬
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

陸
上
競
技
を「
強
化
ス
ポ
ー
ツ
」

に
指
定
し
た
。 

　
学
園
理
事
会
が
、
各
ク
ラ
ブ

の
活
躍
に
よ
る
本
学
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
（
学
生
募
集
力
）
や
、

過
去
の
成
績
（
世
界
レ
ベ
ル
を

含
む
個
人
成
績
、
団
体
・
球
技

は
好
成
績
）
な
ど
を
勘
案
し
、

六
ク
ラ
ブ
を
決
め
た
。 

　
強
化
ス
ポ
ー
ツ
指
定
に
伴
い
、

コ
ー
チ
ら
指
導
者
を
ス
ポ
ー
ツ

専
門
職
と
し
て
雇
用
す
る
制
度

な
ど
も
新
設
し
た
。 

　
水
泳
の
世
界
選
手
権（
三
月
・

メ
ル
ボ
ル
ン
）
で
、
シ
ン
ク
ロ

ナ
イ
ズ
ド
・
ス
イ
ミ
ン
グ
の
松

村
亜
矢
子
選
手
（
〇
四
年
経
営

卒
・
中
京
大
中
京
高
職
員
）が
、

日
本
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出

場
、
チ
ー
ム
Ｔ
Ｒ
（
テ
ク
ニ
カ

ル
ル
ー
テ
ィ
ン
）で
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。 

　
松
村
選
手
は
こ
れ
ま
で
チ
ー

ム
専
門
に
活
躍
し
て
き
た
が
、

こ
の
大
会
で

初
め
て
デ
ュ

エ
ッ
ト
に
も

出
場
、
鈴
木

絵
美
子
選
手

と
組
ん
だ
Ｆ

Ｒ
（
フ
リ
ー

ル
ー
テ
ィ
ン
）
で
銅
メ
ダ
ル

も
手
に
し
た
。 

◆
　
　 

　
松
村
選
手
は
続
く
ジ
ャ
パ

ン
オ
ー
プ
ン
を
兼
ね
た
日
本

選
手
権
（
五
月
・
東
京
）
で

も
デ
ュ
エ
ッ
ト
と
フ
リ
ー
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
二
種
目

で
優
勝
を
果
た
し
た
。
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
、
日
本
選
手

権
と
も
に
初
優
勝
。 

　
名
古
屋
駅
前
に
三
十
六
階

建
て
、
東
京
・
新
宿
に
五
十

階
建
て
の
学
園
ビ
ル
を
建
設

中
の
名
古
屋
モ
ー
ド
学
園
学

長
の
谷
ま
さ
る
（
本
名
・
粕

谷
勝
）
さ
ん
は
、
中
京
商
業

高
（
現
・
中
京
大
中
京
高
）

一
九
五
五
年
卒
の
本
学
園
Ｏ

Ｂ
だ
。 

　
ス
パ
イ
ラ
ル
（
螺
旋
）
タ

ワ
ー
ズ
と
名
づ
け
た
ユ
ニ
ー

ク
な
建
設
中
ビ
ル
が
間
近
に

見
え
る
名
古
屋
駅
す
ぐ
近
く

の
ホ
テ
ル
フ
ロ
ア
で
四
月
初
め
、

本
学
園
の
梅
村
清
弘
総
長
と
対

談
し
た
谷
さ
ん
は
「
人
と
違
う

も
の
を
人
よ
り
先
に
。
当
た
り

前
の
ビ
ル
な
ら
建
て
な
い
し
、

当
た
り
前
の
教
育
な
ら
や
ら
な

い
」
と
信
条
の
一
端
を
披
露
。

中
京
商
高
一
年
後
輩
で
同
じ
学

園
経
営
者
の
梅
村
総
長
は
「
個

性
、
独
自
性
を
大
事
に
す
る

谷
さ
ん
の
考
え
が
ビ
ル
の
形

に
も
出
て
い
ま
す
ね
」
と
感

心
し
て
い
た
。 

　
谷
さ
ん
は

二
十
九
歳
で

既
製
服
の
プ

ロ
デ
ザ
イ
ナ

ー
養
成
学
校

を
開
校
し
、
現
在
、
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
、
パ
リ
に
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
医
療
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
系
な
ど
の
専
修
学

校
七
校
を
経
営
。
一
、
二
年

の
う
ち
に
さ
ら
に
三
校
増
や

す
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
文

字
通
り
東
奔
西
走
の
毎
日
を

送
っ
て
い
る
。 

建設中のタワーを背に梅村
総長と懇談する谷さん㊨ 

銀、銅のメダルを
つけた松村選手 

体
育
会
の 

６
ク
ラ
ブ 

コ
ー
チ
体
制
を
充
実
へ 

安
藤
選
手
に
０６
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
賞 

日本勢が独占 初の快挙 

フ
ィ
ギ
ュ
ア 

     

ス
ケ
ー
ト 

世
界
選
手
権 

水
　
　
泳 

ス
ケ
ー
ト 

（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
） 

硬
式
野
球 

サ
ッ
カ
ー 

ア
メ
リ
カ
ン 

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

陸
上
競
技 

┐

強
化
ス
ポ
ー
ツ
└
に
指
定 

安藤美姫選　
　手（体育）が金 

浅田真央選　
　手（中京大

中京高）が銀 

シンクロナイズドの 

世界選手権で銀と銅 
日本選手権は初優勝 

松村亜矢子選手（     ） ０４年 
経営卒 

競
泳
の
松
田
丈
志
選
手（
　
　
　
） 

体
育
修
士
１ 

室
伏
由
佳
選
手（
　
　
） 

研
究
生 

日
本
記
録
連
続
更
新 

相
次
ぎ
日
本
記
録
更
新 

女
子
円
盤
投
げ 

螺
旋
タ
ワ
ー
の
名
古 

屋
モ
ー
ド
学
園
学
長 

個
性
あ
る
教
育
幅
広
く 

谷 

ま
さ
る
さ
ん 

（
中
京
商
業
高
Ｏ
Ｂ
） 
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完
成
披
露
は
十
九
号
館
で
式

典
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
選
手

に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
の
二

部
構
成
で
行
っ
た
。 

　
式
典
で
梅
村
清
弘
総
長
は「
中

京
大
学
が
積
み
上
げ
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
研
究
成
果
と
今

後
の
研
究
発
展
に
よ
っ
て
世
界

を
代
表
す
る
選
手
を
育
成
し
た

い
」
と
挨
拶
、
来
賓
の
森
喜
朗

日
本
体
育
協
会
会
長（
元
首
相
）
と
樋
口
修
資
文
部
科
学
省
ス
ポ

ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ

た
。 

　
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
は
安

藤
美
姫
（
体

育
２
）
、
浅

田
真
央
（
中

京
大
中
京
高

２
）
、
小
塚

崇
彦
（
体
育

１
）
の
各
選

手
ら
本
学
と

中
京
大
中
京

高
に
在
籍
す
る
選
手
十
二
人
＝

足
を
痛
め
て
い
る
浅
田
舞
選
手

（
体
育
１
）
は
挨
拶
の
み
＝
と

日
置
檀
選
手（
前
津
中
２
）
ら

名
古
屋
の
中
学
選
手
三
人
が
出

場
。
三
月
の
世
界
選
手
権（
東 

京
）で
優
勝
、
準
優
勝
に
輝
い

た
安
藤
、浅
田
真
央
両
選
手
は
、

本
番
さ
な
が
ら
の
素
晴
ら
し
い

演
技
を
披
露
し
、
各
界
代
表
や

キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
住
民
ら
招

待
客
の
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。 

　
式
典
に
は
鈴
木
政
二
内
閣
官

房
副
長
官
、
板
橋
一
太
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
常
務
理
事
、

岡
崎
助
一
日
本
体
育
協
会
専
務

理
事
、
倉
知
俊
彦
愛
知
県
議
ら

も
来
賓
と
し
て
出
席
、
紹
介
さ

れ
た
。 

　
本
学
が
豊
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
建
設
を
進
め
て
い
た
「
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
」
が
完
成
し
、
五

月
十
八
日
に
竣
工
式
、
十
九
日

に
披
露
の
式
典
と
エ
キ
シ
ビ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。 

　
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
は
本
学
同

窓
会
と
教
育
後
援
会
の
全
面
的

支
援
で
建
設
。
鉄
筋
一
部
鉄
骨

造
り
二
階
建
て
、
延
べ
三
、
七

〇
六
㎡
。「
オ
ー
ロ
ラ
リ
ン
ク
」

と
名
づ
け
た
リ
ン
ク
は
国
際
競

技
規
格
六
十
ｍ
×
三
十
ｍ
の
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
専
用
（
氷

厚
八
㎝
）
通
年
型
。
講
義
室
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
研
究
室
三

室
と
二
百
八
十
四
の
観
客
席
を

設
け
て
い
る
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
を
通
し

た
選
手
育
成
と
指
導
が
建
設
目

的
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
氷
上

に
動
作
解
析
の
固

定
式
高
速
度
カ
メ

ラ
四
台
を
設
置
す

る
な
ど
、
最
新
研

究
機
器
を
備
え
て

い
る
。
ま
た
、
複

数
の
選
手
が
イ
ヤ

ホ
ン
で
曲
が
聴
け
る
四
セ
ッ
ト

の
音
響
装
置
や
、
ジ
ャ
ン
プ
練

習
の
回
転
補
助
具
ハ
ー
ネ
ス
を

設
置
し
て
い
る
。 

　
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
は
本
年
度

後
期
か
ら
体
育
学
部
の
授
業
で

使
用
さ
れ
る
。 

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
に

向
け
た
文
部
科
学
省
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）競
技
別（
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
）強
化
拠
点
に
五

月
十
八
日
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

が
指
定
さ
れ
た
。 

　
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
正

面
の
壁
に
強
化
拠
点
を

示
す
プ
レ
ー
ト
が
貼
ら

れ
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

に
先
立
ち
、
森
喜
朗
日
本
体
育

協
会
会
長
、
鈴
木
政
二
内
閣
官

房
副
長
官
、
板
橋
一
太
日
本
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
常
務
理
事

に
本
学
園
代
表
、
選
手
代
表
が

加
わ
っ
て
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。 

　入試日程、オープンキャ
ンパス案内、入試相談会
の日程などを掲載しています。 

強化拠点プレートの 
除幕式 

祝辞を述べる森・日
体協会長（元首相） 

完
成
し
た
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
「
オ
ー
ロ

ラ
リ
ン
ク
」 

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
演
技
す
る
安
藤
選
手 

浅
田
真
央
選
手
も
本
番
さ
な
が
ら
に 

豊田キャンパスに完成 ス
ポ
ー
ツ
科
　
　
学

を
研
究 

選
手
の
育
成
目
指
す 

本
学
選
手
ら
が
初
滑
り 

アイスアリーナ 

フィギュア 
専用 
オーロラ 
リンク 

最新機器 
多角設置 

完成披露式 
エキシビション 

森  

喜
朗
日
本
体
育
協
会

会
長
（
元
首
相
）
ら
が
祝
辞 

文
科
省
の
Ｎ
Ｔ
Ｃ

強
化
拠
点
に
指
定 

⑫⑬面に掲載 
入 試 案 内 

年度の 2008

安
藤
美
　
　
姫（
　
）
浅
田
真
　
　
央（
　   

）選
手 

体
育 ２ 

中  

京  

大 

中
京
高
２ 
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